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本事 業 は、 日本 自転車 振興 会 か ら競 輪収益 の一部 で あ る機 械工 業振 興 資金 の

補 助 を受 けて作 成 した もの であ る。
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デー タ ベ ー スは 、わ が国 の情 報 化 の進 展 上 、重 要 な役 割 を 果 たす もの と期 待 され て い る 。

今 後 、 デー タベ ー スの 普 及 に よ り 、わが 国 に お い て健 全 な高 度 情 報 化 社 会 の形 成 が期 待 さ

れ る 。 さ らに海 外 に対 して 提 供 可 能 な デ ー タ ベ ー ス の整 備 は 、国際 的 な情 報 化 へ の貢 献 お

よ び 自由 な 情 報 流 通 の 確 保 の観 点 か ら も必 要 で あ る 。 しか しな が ら 、現 在 わが 国 で 流 通 し

て い るデ ー タ ベ ー スの 中 で わ が 国 独 自 の もの は1/3に す ぎな い の が 現 状 で あ り 、わ が 国

デ ー タ ベ ー スサ ー ビス ひ いて はバ ラ ンス あ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を図 るた め に は 、わ が

国 独 自 の デ ー タ ベ ー ス の構 築 お よ び デー タ ベ ー ス関 連 技 術 の研 究 開 発 を強 力 に 促進 し 、デ

ー タ ベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る
。

このよ うな要請 に応 えるた め 、(財)デ ー タベー ス振興 セ ンターで は 目木 自転車振興会

か ら機械工 業振興資金 の交付 を受 けて 、データベー スの構築 および技術開発 につ いて民間

企業 、団 体等 に対 して委託事業を実施 してい る。委託事業 の内容 は 、社会 的 、経済 的 、国

際的 に重要 で 、また地 域 および産 業 の発展の促進 に寄与す る と考 え られ ている デー タベー

スの構築 とデータベー ス作成 の効 率化 、流通 の促進 、利用 の円滑化 ・容易化 な どに関係 し

た ソフ トウ ェア技術 ・ハー ドウェア技術であ る。

本事業 の推進 に当 って 、当財団 に学識経験 者 の方 々で構成 されるデー タベー ス構築 ・技

術開発促進 委員会(委 員長 山梨 学院大学教 授 蓼沼良一氏)を 設 置 してい る。

この 「新 聞縮刷 版見 出 しデー タベースの構築」 は平成4年 度 のデー タベー スの構築促進

お よび技術 開発促進事 業 と して 、当財団が(株)朝 日新聞社 に対 して委託実施 した課題 の

一つ であ る。この成果 が 、デー タベー スに興 味 をお持 ちの方 々や諸分野 の皆様 方の お役 に

立 て ば幸 いであ る。

なお 、平成4年 度 デー タベー スの構築 促進 および技術開発促進事 業で実施 した課題 は次

表 のとお りであ る。
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平成4年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1変 異 タンパク質配列データベースの構築 日本電子計算㈱

2新 聞縮刷版見出しデータベースの構築 ㈱朝日新聞社

3フ ァジィに関す る文献 デ ータベ ースの構築 (財)日 本情報処理開発協会

4医 療用医薬品抗生物質データベースの構築 ㈱小田島

5交 通事故調査データベースの構築 (財)日 本自動車研究所

6楽 器データベースの構築 ㈱ ダイ ンメデ ィアサ ー ビス

7人 体計測データベースの構築 (社)人 間生活工学研究センタ
社 会 一

8大 学におけるデータベース利用教育 システムのプロ 口外 ア ソ シエー ツ㈱

トタイプ作成

9先 進複合材料データベースの構築 (財)次 世代金属 ・複合材料研

究開発協会

10博 物館所蔵地図資料所在情報データベースの構築調 (財)地 図情報センター

査

11地 域流通最適化データベースのプロ トタイプ作成 (社)日 本 ボラ ンタ リー ・チ ェ

一ン協会

中小企業振興 12異 分 野研究 のための知的オ リエ ンテー シ ョン ・デ ー ㈱けいはんな

地 域 活性 化 タベースシステムのプロ トタイプ作成

13在 宅勤務者サポー ト・データベースの構築調査 ㈱ 志木サ テ ライ トオ フィス ・ビ

ジネスセ ンター

14銅 基複合材料 日本特許英文データベースの構築 神鋼 リサーチ㈱

15技 術協力供与機材データベースのプロ トタイプ作成 (財)日 本国際協力 システム

海 外 16先 端産業分野における専門用語の電子辞書デ一夕ベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

17マ ーケ ティ ングコー ドの英 文デ ータベースの構築 ㈱帝国データバ ンク

18安 全研究における多重 シソーラス ・システム構築の ㈱紀伊國屋書店

ための基本安全用語データベースの開発

193次 元 マ ッピングデー タベ ースの技 術開発 ㈱日本総合技術研究所

20デ ー タベー ス検索 サポー トシステムの調査研究 セ ン トラル開発㈱情報図書館

RUKIT

技 術 21グ ル ープウェアにおけ るデ ー タベ ース システムに関 ㈱ イ フ ・ア ドバ タイ ジング

する調査研究

22パ ー ソナル コン ピュータ とLANの 利 用に よる非定 ㈱ メイテ ック

形デ ータベースの プロ トタイプ作成

23知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジャパ ンコ ミュニ ケー シ ョン

ズ イ ンステ ィテ ユー ト



1.は じ め に

1.1

1.2

目 次

見 出 しデ ー タベースの 目的

新 聞記事 デ ー タベース とは

-
占

-
↓

つ
U

2.仕 様 の 検 討

2.1

2.2

2.3

デー タの基本構 成

デー タの取捨 選択

デー タ構 造 の決定

0

0

3

4

1
⊥

-
⊥

■
⊥

-
⊥

3.デ ー タづ く り

3.1

3.2

3.3校 正 作 業

デ ー タ起 こ し

光学読み取 り機の導入

0

0

0

9

(∠

ウ
"

2

2

4.シ ス テ ム 構 築

4ユ

4.2

4.3

簡易 システム構築

全文 フルサ ーチ型検 索 システム

HIASK編 集 シス テムの改造

-
⊥

-
⊥

(
乙

5

つ
O

つ
O

つ
」

∩
δ

5.検 証 38

6.今 後 の課 題 48





1.は じ め に

1.1見 出 しデ ー タベースの 目的

パ ソコ ン通信 の利用者 数が1992年 には延べ100万 人 を超 え、 オ ンライ ンによる

各種 デ ー タベ ース の利用 は ご く身近 な ものになって きた。

朝 日新 聞社 で は1984年8月 か らニューメデ ィア本部 の担 当 で新 聞記事 デー タベ

ースの構 築 を開始 し、1986年4月 か ら平和情報 セ ンター(現 在 のジ ー ・サ ーチ)

と日本 アイ ・ピー ・エム を皮 切 りに記事 デー タベ ースの一般提供 を始 めた。

1993年2月 現在 、 ジー ・サ ーチ、 日本 電気 のC&C-VAN、 日経 テ レコン計3

社 のデ ィス トリビュー ター にデ ータを提供 、これにゲー トウェ イで アス キーネ ッ

ト、PC-VAN、NIFTY-Serve、 アサ ヒパ ソコンネ ッ トな どのネ ッ

トが接続 してお り、 これ らのIDを 合計す れば百万 に もな ろ うとす るユ ーザーが

事務所 や家庭 か ら電話線 を通 じてオンライ ンで新 聞記事 デ ータベ ース を利用 で き

る状況 にある。

しか し、 当社 が記事 デー タベ ・一・一ース収録 を開始 したの は1984年 か らで あ り、 さ ら

に諸 々の事情 か ら一般提供 して いるデ ー タは1985年1月 以 降の もの であ る。 また、

収録 して いるデ ー タも当初 は東 京本社 発行紙面の うちのニ ュース面 だ けであ った。

その後 、家庭 面 、文化面 、読 書面 な どへ順次収録範 囲 を拡 大 して きたが 、スポ

ーツ面 は93年1月 か ら収録 を開始す るな どデータ的 にや や不完全 な ものが あった
。

さ らに、1984年7月 以前 の記 事 を探 す には、社 内利用 におい て も、調査部 の切

り抜 き、 あるい は各 月に発行 され る縮刷 版 を繰 って見 る等 しか検 索 の方法 はなか

った。

ユ ーザ ーが記 事 デー タベースの利用 に慣 れて くるにつ れ、昔の デー タを何 とか

同 じよ うな方 法で検索 で きるよ うにな らないか とい う要望 が内外 か ら寄せ られ る

ようにな った。

しか し、 デー タベ ース を過去 にさかの ぼって起 こす にはたやす い こ とではない。

いちい ち手入力 す るのでは膨大 な人手 と手 間がかか る。全文 型デ ー タベ ース を起

こす に して も、過去 の記事 にそ んな に需要が ある もの だろ うか。 そ こで着 目 した

のが 当社 が毎 月発行 している縮刷版 であ った。

朝 日新 聞記事縮刷 版 は、大正8年(1919年)創 刊 の歴史 をもち、爾 来1年 も欠 か

す こ とな く、毎 月発行 されて きてい る。 しか も、巻頭 には記事 の見 出 しをその ま
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ま項 目ごとに整 理 した詳細 な記事索 引が ついて いる。

ところで、実際 に縮刷版 で過去 の記事 を探 そ うと した ら、それが なか なか大変

な作業 であ るこ とに気が つ くだろ う。

目的の記事 が いつ掲載 されたかわか ってい る場合 はいい。 しか し、正確 に事件

の起 こった 日付 を覚 えてい るケ ース はむ しろ まれであろ う。そ うなる と、各号 の

巻頭 にあ る索 引 を利用す るこ とになる。

しか し、索 引 は1カ 月単位 で しか探 せ ない。1000ペ ージ を超 し、数 キ ロ もある

縮刷版 を次 か ら次へ と探 すの はか な りの 肉体 労働 であ る。開架式の 図書館 な らと

もか く、閉架式の 図書館 だ とその困難 さは さ らに増す こ とだろ う。

この記事見 出 し索 引 をデ ー タベ ース化 し、見 出 し文 のほか、発行 日、朝夕刊 の

区別、面名、縮刷版 にお ける掲載ペ ージな ど、記事 の所 在情 報 を示す もの をつ く

れば、資料探 しの手 間は飛 躍的 に改善 され る。長期 間 を通覧で きる ものが で きた

ら、年表、事 件史 とい った これまで にない新 しい用途 も開 けるので はないか 、 こ

うい った構想 で構築 に着 手 したのが縮刷版見 出 しデー タベ ースで ある。
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t2新 聞記事デ ー タベ ース とは

ここで まず、新 聞記事 デー タベ ース とは どん な もの であ るか を概 観 してお きた

いo

朝 日新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス(HIASK==ハ イ アス ク)は 、前 述 した よ うに

1984年 か ら記 事 の 収 録 を 開始 した 。

記 事 本 文 中 の 名 詞 を 自動 イ ンデ ク シ ン グで キ ー ワ ー ド(KW)と して切 り出 し、

シ ソ ー ラス(統 制 語)は 不 要 、記 事 文 中 の 思 い つ い た言 葉 で検 索 して くだ さい 、

と い うひ きや す さ、 そ して ヒ ッ ト率 の 向上 をめ ざ した。

朝 日 よ り先 に新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス構 築 に着 手 して い た社 に 日本 経 済新 聞 社 と

中 日新 聞社 が あ っ た が 、 手 動 に よ るKW付 け作 業 で あ り、 自動 記 事 イ ンデ ク シ ン

グ、 自 由語 検 索 を採 用 した の は朝 日が最 初 で あ る。 フ ル テ キ ス ト(抄 録 で な く全

文 収 容)とKW自 動 抽 出、 自由語 検 索 とい う この 方 式 は幸 い各 社 の 追 随 す る と こ

ろ と な り、 日本 の 新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス の 主流 とな っ て い る 。

HIASKで 採 用 して い る 自動 イ ンデ ク シ ング シス テ ム はAJAX(エ イ ジ ャ

ッ クス)と い い 、 日本 ア イ ・ピー ・エ ム と共 同 開発 した もの で あ る。 こ れ は 後 に 、

日本 ア イ ・ピー ・エ ム が 市販 して い る 日本 語 情 報 検 索 シス テ ムJAIRSの イ ン

デ ク シ ン グ シ ス テ ム と して 製 品 化 され た。

ホ ス ト機 と してIBMの3081・GXを 専 用 機 と し、 デ ー タベ ース 編 集 端 末 に は 同

じ くIBM5550型26台 をTSO直 接 端 末 と して使 って い る。 処 理 す る記 事 件 数 は

1日 平 均 約500本(ほ か に大 阪本 社 で も150本 を処 理)。84年 か らの記 事 総 蓄 積 本

数 は約97万5000件(93年2月 末 現 在)に の ぼ る。

記 事 デ ー タベ ー ス の素 材 、 元 デ ー タは最 初 か らで きて い る とい っ て よ い。 これ

は 、元 デ ー タ か ら起 こ さね ば な らな い縮 刷 版 デ ー タベ ー ス との との 違 い で あ る 。

い まで は ど こ の新 聞 社 で も当 た り前 の こ とに な っ て しま った が 、 朝 日新 聞 は コ ン

ピュ ー タ に よる紙 面 制 作(CTS=ComputerizedTypesettingSvstem)を 採 用 し

て い る 。 この 中 に 必 要 な文 字 列情 報 は含 ま れて い る。

しか し、 新 聞 の 組 版 情 報 に は記 事 型 デ ー タベ ース に は不 要 な情 報 も多 く含 まれ

て い る 。 例 え ば 写 真 、 カ ッ トな どの イ メ ー ジデ ー タ、文 字 の 大 き さ、書 体 、 文 字

の 位 置 な どの 情 報 で あ る 。 また 、 記事 本 文 も一 つ の テ ー マ が 一 つ の フ ァ イ ル に ま

とま っ て くれ れ ば よい が 必 ず し もそ う うま くはい か な い 。
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そ こで、夜の うちに前処理 を行 う。通常 この作 業 を内部用語 で 「記事 ば ら し」

と呼 んでい る。

まず 、記事 をテーマ ご とに ま とめ る。新 聞制作 では見 出 し、前文、記事本文 な

どはそれぞれ独 立 したIDで 運用 されてお り、 グルー ピングとい う編集支援情報

を もとに これ を1本 の記事 に結 合す る。

次 に発行 日、ペ ージ、面 名、発行本社(東 京本社 以外 、大阪、西部 、名古屋 各

本社発行 の記事 も収録 してい る)、 出稿 部、著作権 の有無、写真 の有無 な どの書

誌 的事 項 を抽 出す る。 これ は主 に紙 面制作管理情報 か ら自動発生 させ る。

それか ら 「漢字 カナ変換 」 といっ て、一種 の文法解析 を行 う。

「漢字 カナ変換」 では、 まず切 り出 し語辞書 を もとに、句読 点、ハ イ フォン、

感 嘆符 、疑 問符 、符号 、定型句 な どで文 を大 き く分割す る。

次 に単語 ・付 属語 辞書 と照合 し、 さらに漢字 とカ タカナ、 ローマ数字、 ア ラ ビ

ア数字 、 ローマ字 な ど異 なる字種 の前 で単 語 を切 る。 さ らに漢字 カナ辞書 と照合

し、読 み ・文 法情報 をつ け る。 ここ までは夜 の うち に自動化 されたバ ッチ作 業 で

行 われ る。

次 に 「編 集作 業」 を行 う。

「編 集作 業」 は約26人 のス タ ッフでで 日曜祝 日を除 く連 日作業 してい る。

「編 集作 業」 の主な もの はまず書 誌 的事項 のチ ェ ック。 「写真 の有無」(図 版、

カ ッ ト、写真 の区別が 自動 的にはで きない)、 「著作権 の有 無」 な ど。人間の判

断が入 らない とで きない ところ を重点 的 に行 う。

次 に見 出 しを手直 しす る。 「カ ッ ト」 は白か黒か の画像 情報 だけで、文字 列情

報 を含 んでい ない ため、見 出 しか ら欠 落 して しまうか らである。 さ らに短信 の よ

うに編 集上の制約 か ら字 数 を制限 してい る もの は主語 ・述語 がは っ きりす る よ う

に直 す。事件 の続報 とか受け記事 で必要 なKWが 文 中に欠落 して いる場合 は意図

的 にこれを補 う。

次 に記事 に分類語 をふ る。 これは朝 日新 聞が独 自に考 案 した もので、記事 の性

格 に よって大 、中、小あ わせ て約820項 目の分類 語 の どれか に記事 を割 り当て て

しま うものであ る(93年 か らは これ を約100項 目に簡 素化 した)。 一種 の シソー

ラスに近い。

HIASKで は文 中の名詞 をKWに す る 自由語検 索 と分類語 検索の2本 立 てで検

索 で きる ようにな ってい る。理 由は雑音 の除去 と精度 の向上の ためであ る。
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〈朝日新聞記事データベース 仕事の流れ〉

●ネルソン

データベース作成 IBM3081-GX

前 処 理

記 事 バ ラシ

記 事 デ ー タ 抽 出

(記事 単 位 に分 解)

書 誌 的 事 項 の 設 定

漢 字 コ ー ドの 変 換

(朝日 コ ・一・一・ド→IBMコ ー・ド)

フ ォー マ ッ ト変 換

漢 字 カ ナ 変 換(文 法 解 析)

{ 一夕べース編集

見出し直 し
ミ分

類コー ド

書誌的事項の修正

ヨミガナのチェック

自
動
バ
ッ
チ
処
理

IBM5550

編集

ヒイアフ次記

」「

手
動
処
理

検索

データベースへの登録

記事登録

キーワー ド抽出 ・登録

自
動
バ
ッ
チ
処
理

記2次 フ ァ ル

キ ワ ー ドフ イ ル
オンラ ン

送信

社外 各種のパソコン

で 索)
ト

図1-1

社 各 社 の ブ イル

G-Search!C&C-VAN/日 経 テ レコ ン

新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス編 集 の 流 れ
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例 えば 「火事」 の記 事 を探 したい どき、利用者 は 「火事」 「火災」 をKWに す

る と思 われるがミ実際の新 聞記事 には 「出火」 「全焼 」 「焼死」 な どの言 葉 は出

るが、 「火事」 とい う言葉 はあ ま り使 わ れない ものであ る。HIASKは 記事文

中か らKWを 抽 出 してい るか ら、 これ らの言葉 が使わ れていなければ、検 索対象

か らは漏れて しま う。 また 「カジ」 で は 「家事 」の記事 もヒッ トして しま う。 こ

んな とき、分類 語 と して 「火災」 をつ けておけば、 こ うい ったわず らわ しさな し

に 「火事」 に到達 で きるとい うわけで ある。

次 に読みの チェ ックを行 う。

先 に述べ た 「漢字 カナ変換」 で文法解析 のあ らか たは終 わ っているわけ だが 、

固有 名詞 と くに初 出の ものについては、辞書 にな く、従 って読み損 ね を してい る

ことが ままあ る。 カタカナKWで 検索 す る利用者 のため にはこれは致命 的 なので

怪 しそ うな もの にはチェ ックをいれ る。

これはデ ィス プ レー画面で該 当す る単語の ところにカー ソル を もってい き、特

定の キーを押す とその読 み方が表示 される仕組 み になってい る。

読 み方が 間違 ってい る とまず、正 しい読 み(カ タカナ)を 入 れ、 それ にあ わせ

て漢字 を入力す る。文法情報 はこの とき自動 的 に修正 させ る。

読 み方 のわか らない ものは出稿部 に問い合 わせ る、場 合 に よって は直接取材

して確 認す る。

これ と同時 に不要 なKWの 選択 を行 う。 明 らか に不要 と思 われ るKW部 分 は切

り出 し対象 領域か ら外 して しま うので ある。

こ うした作 業 を経 て、編 集が終 わ る とプ リン トア ウ トしてデス クチェ ックの後 、

KW切 り出 しにか け る。

KW切 り出 しは紙面1個 面 を単位 に して行 う。対象記事IDを リス ト表示 画面 に

呼 び出 し、 コマ ン ドを うつ と、文法情報 に従 って指定対象 領域か ら名詞 の品詞情

報がつ いた文節 、 カタカナ文字列 、 ローマ字文字列 、単独 で な く前後 に単語 が付

随 している数字 な どをKWと して切 り出す。 こ こで漢字KWと カタカナKWの 両

方が同時に形 成 される。

KW切 り出 しが終 わ ったデ ータは一時蓄積 ファイル に転 送す る。 この時複 合語

の展 開 を行 う。 そ して各 デ ィス トリビュー ター にオ ンライン送信 す る一 方、 内部

で は毎晩デ ー タベース を更新す る。

人手 を加 えないでKW切 り出 しをお こなった場合 の精度 は96%前 後 。編 集 に人
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手 を介在 させ るの は この96%を いか に100%に 近づ けるか とい う作業 であ る とい

って も過言 では ない。

こう した新 聞記事 デ ータベ ース と同 じ編集方 式で、見 出 し総覧 と もい うべ き縮

刷版見 出 しデー タベース を構築す れば、検索方 法 も共通で利用者 の利便 も図れ、

これ まで効率 的利 用 が困難 だった電子化以前の記事 の有効利用 に役立 つ と考 えた

わけであ る。

ただ、HIASKの システ ムは新聞記事 をデー タベ ース に取 り込 む こ とを主 眼

と した シス テムで、 ワー プロ文書やMS-DOS形 式の文書がス トレー トに取 り

込 めなか った ため、 中規模 の システ ム改造 を行 った。
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.文 書 名

.発 行 日

.紙 誌 名

.朝 夕 刊

.ペ ー ジ

.版 名

.面 名

.発 行 社

.出 稿 社

.出 稿 部

.写 真

.文 字 数

.著 作 権

.位 置

80一〇2M59
一
5

1

2

0

ー

ウ

3

0

2

ド

9

3

0

4

P

ン

T

9

N

M

2

1

S

T

T

ウ

Y

01D35L

.*見 出 し*

最 年 少 大 関 貴花 田"バ ブル昇 進" 審判部 、苦 しい言い訳

.*分 類*

.CM@一 一.武 道

.CM@K-.デ ー タ

.CM@C-.日 本

.*本 文*

千秋楽で完敗 した貴花田が大関 に昇進す る。二十歳五 カ月の史上最年少大関 。昇進前三

場所 の計35勝 は、確か に数字 的には大関 として問題 ない。 しか し、上位陣 が手 薄な うえ

、平幕 に3敗 、そ して曙に全 く相手 に されなか った勝負 を受 けての昇進 は、人気 をあて こ
ん だ協会側の興行優先政策以外 の何物で もない。 これではあ まりに本 人 も惨 めだ。

とくに昇進 を決定づ ける審判部 の"言 い訳"が 苦 しい。 これ まで は昇進 の条件 としては

、前三場所の勝 ち星 はあ くまで参考で、相撲内容を重視す るとの姿勢 を強調。 この日の取

組前 に行われた三賞選考委員会 の席上で も鏡山(元 横綱柏戸)、 陣幕(元 横綱北 の富士)

両審判部長は 「結 びの一番の相撲内容 を見 て、昇進 を考 える」 とい った。

KW文 書サ ンプル

020.*見 出 し*

020最 年 少 ・大 関 ・貴 花 田

020バ ブ ル ・昇 進

020審 判 ・部

020言 い 訳

030.*分 類*

030@一 一.武 道

030@K-.デ ー タ

030@C-.日 本

040.*本 文*

040千 秋 楽

040完 敗

040貴 花 田

040大 関

040昇 進

040二 十 ・歳 ・五 ヵ 月

040史 上 ・最 年 少 ・大 関

040昇 進 ・前 ・三 ・場 所

040計 ・35・ 勝

040数 字 ・的

サイネンショウ・オオセ"キ ・夕占ハナタ"

ハ フ ル◆ショウシン

シンハ ン・ブ

イ杓 ケ

@一 一.87

@K-.08

@C-.2104

センシュウラク

加 パ イ

タ加 ナダ

材 ゼ キ

ショウシン

ニシ.ユウ◆サイ.]・ カケ"ツ

シシ'ヨウ.サイネンショウ◆オオセ'キ

ショウシン◆セ"ン ◆サン◆ハ"ショ

ケイ●35・ ショウ

スウジ ・テキ

図1-2デ ー タベ ー ス の 検 索 文 書 とKW切 り出 し例
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040大 関

040問 題

040上 位 ・陣

040手 薄

040平 幕

0403・ 敗

040曙

040相 手

040勝 負

040昇 進

040人 気

040協 会 ・側

040興 行 ・優 先 ・政 策 ・以 外

040何 物

040本 人

040惨 め

040前 ・三 ・場 所

040勝 ち星

040参 考

040相 撲 ・内容

040姿 勢

040三 賞 ・選考 ・委 員会

040席 上

040鏡 山

040元 ・横 綱 ・柏 戸

040陣 幕

材 ゼ キ

モンダ イ

シ'ヨウイ◆シ'ン

テウス

ヒラマク

3・ハ.イ

アケボ ノ

アイテ

ショウプ

ショウシン

ニンキ

キョウカイ・カ"ワ

コウキ'ヨウ・ユウセン◆セイサク●イカ'イ

ナニモノ

ホンニン

ミジ メ

セ'ン ・サン・ハ'シ ョ

カチポ シ

サ刀 ウ

スモウ◆ナイヨゥ

シセイ

サンショウ・センコウ・イインカイ

セキジ ョウ

カガ ミヤマ

モト・ヨコツ"ナ ◆カシワド

ジ ンマク
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2.仕 様 の検 討

2.1デ ー タの基本構成

朝 日新聞縮刷版見 出 しは図2-1の よ うな仕組 み にな ってい る。

まず記事の種 類 に よって 「国土 ・人 口」、 「政治」 「経 済」 な どカッ トつ きの

大項 目の見 出 しがつ いてい る。その下 に 「開発 ・保全」 「気象 」 、政治 関係 で い

えば 「政党」 「国会 」 な どの中項 目的見 出 し、 さ らにその下 に 「土地対 策」 「環

境保全」 とい った小 項 目的見 出 し、 さらにその下 に 「国土利用 計画法」 とい った

具体 的各論 の見 出 し、そ の下 に各見 出 しが並ぶ とい う構造 にな っている。各見 出

しの下 の和 数字がその号 に掲載 され ているペ ージ数 を示 し、洋 数字が何段 目にあ

るか を示す 。

縮刷版見 出 しデ ータベ ース構築 に当 たっそまず直 面 した 問題 は、限 られたデ ー

タの 中か らいかに過不足 な く有効 な情 報 をひ き出せ る ようにす るかであ った。

縮刷版見 出 しは全紙面 の見 出 しをその まま拾 い上 げ、項 目別 に整理 した もので

あ る。新聞 の見 出 しは記 事の 中身 を凝縮 して伝 える ものだが、表現上字 数の制約

を もっている。

一般的 には3段 以上 の大 きな見 出 しの場合
、太い見 出 しは7-9字 、 わ きの細 い

見出 しは9-10字 の組 み合 わせが読 みやすい とされ ている。

科 学的 に検証 したわけでは ないが、大手紙 の紙 面 をみて も不 思議 に似通 ってい

る。人間が新聞 を一瞥 した とき、一瞬 に内容 を把 握で きる字 数 には限度 があ る。

30字 、40字 を使 い内容 を詳細 に説 明す る よ りも、結局、先 に述べ た ような字数 が

ち ょうどよいのだ とい う説 明 を整理 部の担 当者 か ら聞 いた ことがあ る。

また、短信記事 では極 端 に見 出 しの字数が制 限 されて いて、主語す ら省略 され

ている ものがある。

この ように見 出 しは極 端 に切 り詰 めた表現 を してい るので 、検索 キーワー ドが

非常 に限 られて しまう。 この こ とは、検索 にあた っては必要 な情報 が漏れ る、逆

に似 た ような情報が多 数 ひっかか って ゴ ミだ らけ とい う、両方 の欠 陥 を招 く恐 れ

があ った。

例 えば、 「宮沢首相 の改 憲否定発言」 を探す とす る。見 出 しでは まず 、首相 の

名前 は省 略 して しま うか ら、たいが いは 「首相 、改憲 を否 定」 とい った類 の表現

になるだろ う。同 じ見 出 しスペース な ら、字数 が少 ないほ ど大 きな活字 が使 え、
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l⌒.索 引 目 次=
'

ll
「

ll週 間報 告 ・麟 .

『 国 土 ・・人 口

ll 国土 ・資 源 ・人 口

ll〈 開発 ・保 全〉
芸 ・

国土 開発 ・都市 計画ll

土地対策 ・環境 保全

承認 ・断交 ・大公 使

・要人 の来 日 ・出入

国査証 ・在 日外国 人

、

国 際会随 ・国交 ・国

連 ・軍備軍縮 ・邸 票

経 済 ・金融 ・石 油

国別(各 州 とも同 じ)

東〉

〈 ア フ リ カ〉

〈 ヨーロ ッパ〉

〈 ア.メ リ カ〉

〈 オセアニア〉

公害対 策 ・地 盤沈下

・大 気汚染 ・水 質汚

染 ・農業 汚染 ・公害
.

〈事件 ・事故〉

中毒 ・自殺 ・爆発 ・

遭難 ・交通 事故 ・航

空事 故 ・火 事 ・災 害

防 犯 ・過激派事件 ・

誘 かい ・密輸 ・詐 欺

横領 ・汚職 ・偽造 模

造 ・傷害 ・暴力 お ど

し ・殺人 ・強盗 ・窃

凡 例

◎各見出 し語り下 の和 数字

はペー ジ数,洋 数字 は見出

し語の ある段 数 を示す.

◎見 山 し語 の分 類は一 語一

ヵ所方式 を とっ て い る の

で,引 いた項 目にない場合

は,関 連 のある他の項 目を

参照され たい.

◎ 矢印(⇒)は 参照項 目を

示す.

◎2日 付朝刊は休み

3

3

3

11<気 象>3

i天 気 ・台風 噸 ・ ・言 火山 ・天文

!政 治4
11・'
葦 憲 法 ・人権問題 ・政

ll'治 思 想団体 ・平 和運

ll動

』<豆 油窟 政党別動 ・4

‖ 向
ii<国 会>5

11

…… 衆議 院 ・参故院

Llξ 訂 欝〉 一:
・ii選 璃 別度 ・国会議 員 .

4い 酔 励 蹄 選i
lL挙 違反 ・

1く 穿。.‡え.臓.6
'ii

各 省 庁 ・人 事 ・白 書 －
i…

‖<;算.竃 ㌔ 政投融7

1資 ・地方撤'

ll<国 防>7

1;1蕊:麟 霊,
1 外 交'7

1

11

<国 交>9

・国際 親 善

経 済9

経 済政策 ・景気 動向

・国際収 支 ・対外 経

済 協力 ・公 取委 ・財

界 ・経 済団体 ・会社's

i企 業 ・決 算 ・倒 産

く 金 融>10

金肚 政策 ・金利 ・銀
、

行 ・外国 為替 ・保険

.∴証券

く産 業>11

産業 政策 ・各 砥産業
・7

.(エネ ル ギー ・鉱工

業 ・農林 水産)

<流 通 ・商 業>13
.

卸小売業 ・百貨 店 ス

・一パr'総 合離'・i

・倉庫業

く 物.価>13

物 価対策 ・価 格動向

・物価指 数 ・料 金

く 貿.易 〉'13

輸 出入動 向 ・輸 出 ・

輸 入 ・見 本市 ・関 税

運 輸 ・通 信14
'
交 通 ・道 路 ・鉄 道 ・"

航 空 ・海 運 ・通 信 ・

.郵 便 ・・

労 働14

世 、界15

<国 際>15

<ア ジ ア>17

<中20

20

21

22

24

文 化24

文 化交流 ・学界 ・著

作権 ・国語 ・文化財

記念物

く科 学>24

みん なの科学 ・くら

しの科学 ・計測 ・発

明発見 ・観測調査 ・原

子力 動 植物・医学'

〈教 育〉'25
'

教科書 ・学校 ・教職

員 ・学生 ・宗教

く学 芸>26

寄稿 ・文学 ・美術 ・

音楽 ・・映画 ・芸能 ・

演劇 ・舞踊 ・能・狂言.

<出 版 ・報道>28

新 間 ・出版 ・読書特

集 ・放 送 ・広告

社 会28

皇室関係

<一 般>28

風俗 ・善意善行 ・祝 ㌔

日 ・年 中行事 ・,戦争

関係 ・宝 くじ

く人29

・死去
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その方が読者 に与 えるインパ ク トが強いか らであ る。

ところが 「改憲否 定発言」 を した首相 は歴代何 人 もい る。む しろ、歴代 首相 の

すべ てが建 て前 と して は 「改憲」 を否定 して きた。そ うだ とす る と 「首相 」 「改

憲」 「否定」 とい うキーワー ドで この テーマ を検 索 した ら、歴代 すべ ての首相発

言 が ヒッ トして きかね ない。

逆 に、あ るテーマ を広 範 に探 した い ときの漏 れ も予測 された。 ここ10年 間の 地

震 の年表 を作成 したい とす る。 ところが新 聞の見出 しは 「石垣 島で震度1」 、釧路

沖地震 の ように大規模 な もの は 「釧 路で烈震 、M7.8」 とい う ように 「地震」 と

い うキー ワー ドで は一括 して くくれ ない ものが結構 多い。

新聞独特 の受 け記事の見 出 しも悩 みの種 であ った。例 えば内閣が交代 した時の

野党の談話 「新 味無 し ○○委員 長語 る」 な どであ る。 これは この記事 の前 の方

に内 閣改造 の本筋 を報道す る記事 が あ り、それ を前提 に しての表記 であ るか らこ

ん な表現 も許 され るの だが 、一本 に独 立 したデ ータ として扱 う場 合 は欠 陥 だ らけ

であ る。

予想 され る問題点 を洗 い出 してみ た結果 、 「大」 「中」 「小」 とつ いて い る各

項 目見 出 しが、HIASKの 概 要の所 で述べ た分類語 と して使 えないか検 討 して

みた 。縮刷版 の 目次 をみ て もわか る ように、各項 目見 出 しの構 造 は上下 関係 が比

較 的 しっか りして いる。 「政 治」 とやれば、その項 目の下 の全見 出 しが集 まって

くる仕組 みであ る。

しか し、検討 を進 めるにつれ、 この大項 目や 中小項 目の見 出 しは時代 に よって

か な り変動 があ るこ とが わか った。 時代 とと もに一つの テーマが項 目間 を移動 し

てお り、一貫 した もの にな ってい なかったので ある。 これで は分類語 での検索 に

漏 れが 出 る。

結局 、各 論見 出 しや大 中小各 項 目の見 出 しをを上下 関係無 しに並立 す るキ ーワ

ー ドと して加 えて やれば、それ な りの絞 り込みの役 には立 つので はないか とい う

結 論 に達 した。検索の精度 向上 には役立 とう。先 ほ どの野 党党首談話 で も、項 目

見 出 しに 「××内 閣成立」 とい う項 目があれ ば、特定がつ く。
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2.2デ ータの取捨 選択

縮刷版 の デー タはすべ て取 り込 む ことを基本 方針 と した。 しか し、心 な らず も

省略 した もの もい くつか ある。

商況 、天気予報 の類で ある。 これは縮刷版 の表記 では

株価

東 京 株 式 第1部 ・第2部=一 一1一 九 九 七1

外 国株=一 一一6一 九 九七5

天 気

今 日 の 天 気==一 一10一 九 六 一10

とい うように月初 め と月末 の掲載 ページ しか表記 されて いない。

内容 を示 す手 がか りもな く、東京株 式市 況の項 目が連続 して並 ぶの は積極 的意

味が ない と判 断 して、この ような形式 の ものはほ とん どを削除 した。

た だ し、 「天声 人語」 といった、定型 コラムは同 じような形式 であ ったが、一

応 収容 した。
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2.3デ ー タ構 造の決定

デー タ構 造 と表示 の形式 は図2-2・1の ように した。

見出 し表示 は2行 で構 成 され、1行 目は見 出 し本文 、2行 目が発行 日、朝夕刊 の

区別、掲載面 、そ して縮刷 版の掲載ペ ージ、掲載段 とい う所在情報 を示 す 。

現行の朝 日新 聞記 事 デー タベ ース との整合性 を図 るた め、見 出 し表示 は1行36

字以内 とした。そのた め、長行 の見 出 しに よって はお さま りきれない ものが 出て

くるの で、 それ は本 文表示(詳 細表示)と い う形式で救済 をはか るこ とに した。

逆 に計報 の ように 「何野何兵衛 氏」 と しか表示が ない ものは、その上位 項 目の

見 出 しをつ け加 えて 「何 野何兵衛氏_計 報」 とい う注釈 めいた表現 をとれ る よう

に した。

本文 表示(詳 細表示)は 、2行 で は表示 しきれない部分 の情 報 を示 す もの だが 、

36字 を超 えた見 出 し部分 の残 りと、 さ らに、 その上位 にどんな項 目が含 まれてい

るかあ わせ て表示 す る ように した。

項 目1は カ ッ ト付 きの大項 目、項 目2は 波形 罫線つ きの 中項 目 ・・と階層 をそ

の まま表 わす 方式 とした。

デー タはMS-DOS形 式 の ファイル と して起 こ した。 ワー プロで は機種 に よ

って フォーマ ッ トが違 うので、MS-DOSが 一番標準 的であ ろ うと判 断 した た

めだ。起 こ した文書 は、図2-2-2の ような書式 になっている。

カッ ト付 きの大項 目は い 、波形罫線 つ きの 中項 目は〈 〉、 【 】で 囲 ま

れた小 項 目は[]、 ゴチ ックの見 出 しは頭付 き、各見 出 しの本文 は1字 下 げ とい

う構 造であ る。

これ を トリガー に してQuickBasicを 使 ったパ ソ コンの変換 プ ログ

ラムにか け、各上位項 目を見 出 し文 に 自動的 に付加 させた。

見 出 し文の前 に ゴチ ック見 出 しをつ け加 え、 さ らに小 項 目、中項 目 … と足

してい き、見 出 し1本 がそ れぞ れ改行 で終 わる1レ コー ドと して構成 され る仕組 み

に した。

次 に掲載 日、掲 載面の設定 である。

元 デー タの見 出 し文 の最後 にあ る和 数字 はその縮刷 版 におけ る掲 載ペ ージ を表

している。掲 載年 と掲載 月はその縮刷 版 で特定 されるか ら、 これ を手が か りに、

掲載 日、掲 載面 を 自動発生 させ るこ とに した。

まず、図2-2-3の ような変換 テ ーブル を作 成す る。1日 の朝刊 は○ペ ージか ら〇
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縮 刷 版DB表 示 形 式

【1レ コー ドの フ ォーマ ッ ト】

半 角 スペー スが デー タ の区切 り.空 白デー タは㍗ ジ.改 行 が レコー ドの区切 り .

8412-0687841230M210965政 治 財 政 予 算6'O年 度 予 算 政 府 案 反 響 努 力 は 評 価

D年

(年 月+通 しNO)月

日

8412-0687

841230

M

2

1096

5

政 治

財 政

予 算

60年 度 …

反 響

努 力 は … …

【表 示 形 式 】

↑ ↑

朝 面 縮 段 項

夕ll刷 日

刊 紙 の

面 頁

頁

項
目

項 項 項 見
目 目 目 出

4し

年 月 と そ の 月 の 縮 刷 中 の 通 し番 号.IDと して 使 用.9バ イ ト.

そ の 記 事 の 掲 載 年 月 日.6バ イ ト.

朝 夕 刊.M・ 朝 刊 、E・夕 刊.1バ イ ト

面.紙 面 中 で の 頁.1～2バ イ ト.

縮 刷 版 で の 頁.1～4'バ イ ト.

段.紙 面 中 の 位 置."1"一"15'の1～2バ イ ト.

項 目1.一 番 大 き い 項 目.不 定 長.

項 目2.〃

項 目3.〃

項 目4.〃

項 目5.〃

見 出 し.〃

通 常 はA.の 見 出 し1行 ・書 誌 事 項1行 の2行 表 示.

モ ー ドに 切 り替 わ る よ う に す る.

A.見 出 し 一 覧 形 式(見 出 し は36字 で 切 り 捨 て)

コ マ ン ドを 打 つ こ と でB .の 詳 細 表 示

努 力 は評価 、額 に は不 満 米 政府筋 示唆_反 響

841230朝 刊2面1096頁5段

「予算増 額 の支援材 料 に」 自民 ・防 衛庁 は期 待 _平 和 問題 研最終報 告書 提 出
841219朝 刊2面704頁5段

B.詳 細形 式(末 尾 の 「見 出 し」 は2行 にな るて とあ り)

努 力 は評 価 、額 には不 満 米政 府筋 示唆_反 響

841230朝 刊2面1096頁5段

D… …8412-0687

項 目1… 政 治

項 目2… 財 政

項 目3… 予 算

項 目4…60年 度予 算政 府案

項 目5… 反 響

見 出 し…努 力 は評価 、額 には不満 米 政府筋示 唆_反 響

「予算増 額 の支援 材料 に」 自民 ・防 衛庁 は期 待_平 和 問題 研最終 報告 書提 出

841219朝 刊2面704頁5段

ID… …8412-0804

項 目1… 政 治

項 目2… 国 防

項 目3… 〈〉

項 目4… 平 和 問題研 最終 報告 書提 出

項 目5… 〈〉

見 出 し… 「予 算 増額 の支 援材 料 に 自民 ・防衛庁 は期待 平 和問題 研最終 報 告書 提 出

図2-2-1デ ータ構造 と表示方式
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ペ ー ジ まで 、1日 の 夕刊 は ×ペ ー ジ か ら×ペ ー ジ まで 。 縮 刷 版 の各 号 ご とに こ うい

っ た テ ー ブ ル を作 成 し、 和 数 字 の 読 み 変 え を行 い 、 見 出 し文 に 追加 付 与 した 。

こ う した手 順 をへ て変 換 させ た デ ー タの 一 例 を図2-2-4に 示 す 。 こ れ は後 述 す る

簡 易 シ ス テ ム用 の フ ォー マ ッ ト構 成 で あ る 。
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週 間 報 告

12月28日 一1月3日 ・・一 一 七8

1月4日 一10日 ・・三 六 五8

1月11日 一17日 ・・六 二 五8

1月18日 一24日 ・・八 九 五8

座 標

生 活 の 豊 か さ 都 留 重 人 ・・三 二 九1

寅 さん の 家 庭 論 宮 下 展 夫 ・・六 九 七1

過 熱 す る生 命 技 術 柴 田 鉄 治 ・・八 五 九1

国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

生 活 苦 高 ま る声 自 衛 隊 で 改 憲 賛 否 ほ ぼ 同 率 ・・一 六 五7

本 社 調 査 に 見 る 国 民 意 識 不 満 多 い が 安 定 を 評 価 一七 四1

暮 ら し と 政 治 ・憲 法 と 自 衛 隊 ・老 後 の 暮 ら し ・エ ネ ル ギ ー 源 ・… 七 四1

仲 よ くす る国 ・… 七 四9

け な げ な 女 性 が 理 想 像 好 きな 女 性 は ・女 性 の進 出 ・生 まれ か わ る な ら 一 ・・七 五1

ど ち らの 名 字 ・ど こ ま で 信 用 ・… 七 五5

日本 人 ら しい 平 衡 感 覚 建 前 と本 音 を た く み に 区 別 ・i■・七 五6

調 査 方 法 ・… 七 五9

{国土 ・人 口}

[人 口]

落 ち込 む 出 生 率 昨 年 は 史 上 最 低 丙 午 の41年 下 回 る ・… 三1

全 国 で836万 人 年 男 ・年 女 ・・三9

人 口 動 態

社 会 増 目 立 っ 中 小 都 市 人 口動 態 移 動 率 は7%割 る ・… 一 八 七8

世 帯 構 成(55年 厚 生 行 政 基 礎 調 査)

家 庭 の 老 齢 化 ・ ミニ 化 加 速 高 齢 者 世 帯 、242万 超 す この10年 で 倍 増 ・… 五 九
一1

(表)60歳 以 上 の 者 の い る世 帯 の 構 成 割 合 の 推 移 ・… 五 九 一一2

(表)人 員 別 に み た 世 帯 数 と平 均 世 帯 人 員 の動 き ・… 五 九 一4

〈 開 発 ・保 全 〉

[国 土 開 発]

定 住 構 想

高 齢 者 を念 頭 に 整 備 「地 域 づ く り」 で 定 住 研 が 報 告 書 ・… 八 九 二6

[都 市 計 画]

都 市 計 画 道 路 変 更 案 を 了 承 都 計 審 ・■■・一 一 〇-8

[土 地 対 策]

首 都 圏 の土 地 利 用 状 況10メ ー トル 平 方 ご と航 空 写 真 に 建 設 省 が 新 年 度 着 手 ・・六 七

八1

宅 地 化 へ 基 礎 資 料 一 ・・六 七 八1

[環 境 保 全]

清 流 復 活 北 欧 へ 紹 介 環 境 庁 区 民 の 知 恵 称 賛 江 戸 川 区 の 親 水 公 園 ・・一四 六 一1

環 境 保 全 「ナ シ ョナ ル ・ トラ ス ト」 導 入 ・■■・七 七 三1

土 地 買 い取 りの 住 民 に 税 金 優 遇 環 境 庁 方 針 ・・七 七 三1

あ くま で 住 民 主 体 ・… 七 七 三6

湖 沼 保 全 で 答 申

水 辺 に 憩 い の 場 を 湖 沼 保 全 中 公 審 が 答 申 市 街 化 に歯 止 め ・… 九 六 七1

(解 説)汚 濁 深 刻 な 状 況 省 庁 の壁 超 え 法 整 備 を ・・九 六 九1

湖 沼 保 全 の 答 申 内 容 要 旨 ・… 九 六 九4

〈気 象 〉

大 寒 気 団 ひ か え81年 始 動 ・・一 三 七5

北 陸 地 方 に ま た 寒 波 ・… 一 七 〇6

今 冬 は"準38豪 雪"気 象 庁 が 厳 戒 訴 え ・… 二 〇九8

な お 大 雪 の 恐 れ 寒 気 団 が ま た 接 近 二 二 ー9

大 雪 、 平 野 部 は一 服 内 陸 や まず 山 形 は 警 報 ・・二 五 七7

図2-2-2起 こ した文 書 の基 本 形 式
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8101-0001810105M51178〈 〉 〈〉 〈〉 週 間 報 告 〈〉 〈>12月28日 一1月3日_週 間 報

告

8101-0002810112M53658〈 〉 〈〉 〈〉 週 間 報 告 〈〉 〈>1月4日 一10日_週 間 報 告

8101-0003810119M56258〈 〉 〈〉 〈〉 週 間 報 告 〈〉 〈>1月11日 一17日_週 間 報 告

8101-0004810126M58958〈 〉 〈〉 〈〉 週 間 報 告 〈〉 〈>1月18日 一24日_週 間 報 告

8101-0005810111Ml3291〈 〉 〈〉 〈〉 座 標 〈〉 〈〉 生 活 の 豊 か さ 都 留 重 人_座 標

8101-・OOO6810121M56971〈 〉 〈〉 〈〉 座 標 〈〉 〈〉 寅 さ ん の 家 庭 論 宮 下 展 夫_座 標

8101-0007810125Ml8591〈 〉 〈〉 〈〉 座 標 〈〉 〈〉 過 熱 す る 生 命 技 術 柴 田 鉄 治_座 標

〈〉 〈〉 生 活 苦 高 ま る8101-0008810103M1657〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

声 自衛 隊 で 改 憲 賛 否 ほ ぼ 同 率_国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

8101-0009810103M10741〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

る国 民 意 識 不 満 多 い が 安 定 を 評 価

8101-OOIO810103M10741〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)
・憲 法 と 自 衛 隊 ・老 後 の 暮 ら し ・エ ネ ル ギ ー 源

8101-0011810103MlO749〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

_国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

8101-0012810103Mll751〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の意 識(本 社 世 論 調 査)

が 理 想 像 好 きな 女 性 は ・女 性 の進 出 ・生 ま れ か わ るな ら

8101-0013810103Mll755〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

・ど こ ま で 信 用 _国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

8101-0014810103Mll756〈 〉 〈〉 ◇ 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

平 衡 感 覚 建 前 と本 音 を た くみ に 区 別

8101-0015810103M11759〈 〉 〈〉 〈〉 国 民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

民 の 意 識(本 社 世 論 調 査)

〈〉 〈〉 本 社 調 査 に 見

〈〉 〈〉 暮 ら し と政 治

〈〉 〈〉 仲 よ くす る 国

〈〉 〈〉 け な げ な女 性

〈〉 〈〉 ど ち ら の 名 字

〈〉 〈〉 日本 人 ら しい

〈〉 〈〉 調 査 方 法 _国

8101-0016810101M331国 土 ・人 口 〈〉 人 口 〈〉 〈〉 〈〉 落 ち 込 む 出 生 率 昨 年 は 史 上 最

低 丙 午 の41年 下 回 る_人 口

8101-OO17810101M339国 土 ・人 口 〈〉 人 口 〈〉 〈〉 〈〉 全 国 で836万 人 年 男 ・年 女

_人 口

8101-0018810107M31878国 土 ・人 口 〈〉 人 口 人 口動 態 〈〉 〈〉 社 会 増 目 立 つ 中 小 都 市

人 口 動 態 移 動 率 は7%割 る_人 口動 態

8101-OO19810118M35911国 土 ・人 口 〈〉 人 口 世 帯 構 成(55年 厚 生 行 政 基 礎 調 査)

〈〉 〈〉 家 庭 の老 齢 化 ・ ミニ化 加 速 高 齢 者 世 帯 、242万 超 す こ の10年 で 倍 増

8101-0020810118M35912国 土 ・人 口 く〉 人 口 世 帯 構 成(55年 厚 生 行 政 基 礎 調 査)

〈〉 〈〉(表)60歳 以 上 の 者 の い る世 帯 の 構 成 割 合 の 推 移

8101-0021810118M35914国 土 ・人 口 〈〉 人 口 世 帯 構 成(55年 厚 生 行 政 基 礎 調 査)

〈〉 〈〉(表)人 員 別 に み た 世 帯 数 と平 均 世 帯 人 員 の 動 き

8101-0022810126M28926国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 国 土 開 発 定 住 構想 〈〉 〈〉 高 齢 者 を

念 頭 に 整 備 「地 城 づ く り」 で 定 住 研 が 報 告 書_定 住 構 想

8101-0023810131M1711018国 土 ・人 日 開 発 ・保 全 都 市 計 画 〈〉 〈〉 〈〉 都 市 計 画 道 路

変 更 案 を了 承 都 計 審_都 市 計 画

8101・-OO24810120M226781国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 土 地 対 策 〈〉 〈〉 〈〉 首 都 圏 の 土 地

利 用 状 況10メ ー トル平 方 ご と航 空 写 真 に 建 設 省 が 新 年 度 着 手

8101-0025810114M214611国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 環 境 保 全 〈〉 〈〉 〈〉 清 流 復 活 北 欧

へ 紹 介 環 境 庁 区 民 の知 恵 称 賛 江 戸 川 区 の 親 水 公 園

8101-0026810123M17731国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 環 境 保 全 〈〉 〈〉 〈〉 環 境 保 全 「ナ シ

ョナ ル ・ トラ ス ト」 導 入_環 境 保 全

8101-0027810123M17731国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 環 境 保 全 〈〉 〈〉 〈〉 土 地 買 い 取 りの

住 民 に 税 金 優 遇 環 境 庁 方 針_環 境 保 全 、・、

8101-0028810123M17736国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 環 境 保 全 〈〉 〈〉 〈〉 あ く ま で 住 民 主

体_環 境 保 全 ＼＼

8101-0029810128M19671国 土 ・人 口 開 発 ・保 全 環 境 保 全 ＼湖 沼 保 全 で 答 申 〈〉 〈〉 水

辺 に 憩 い の 場 を 湖 沼 保 全 中 公 審 が 答 申 市 街 化 に歯 止 め ＼

1撒i:鷲1器㌶ …::耀鱗 屑㌶ 鞠竃灘 灘1::::;
沼 保 全 の 答 申 内 容 要 旨_湖 沼 保 全 で 答 申 き、、

ご＼'・ ・

図2-2-4変 換 後 、 日付 、面 名 な どが は い っ た デ ー タ
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3.デ ー タ づ く り

3.1デ ー タ起 こ し

電子 デー タが ない過去 の文献 デ ー タをど うや って起 こす か とい うことは、 これ

か ら新 しくデー タベ ース をつ くろ うとい う ところに とって、最大 の 関門で ある。

と くに縮刷 版デ ータベ ースは戦後 編 だけで も対象期 間が50年 近 くに もな ろ うと

い うものであ り、その入力費用 は膨 大 な もの になる ことが予測 された。

一番簡単 な方法 はワープ ロ外注 で ある
。 しか し、単純試算 してみ る と、1カ 月分

の デー タは約16万 文字 あった。1字1円 と して も1カ 月で16万 円、年 間 にす れば

200万 円近 く、10年 分 になれば これ だけで2,000万 円近 い もの になって しま う。

3.2光 学読 み取 り機 の導 入

そ こで、実験 的 に導入 したのが光学 的読 み取 り機(OCR)で ある。

新 聞社 では、原稿 の入力 の省力化 がが長年 の課題 とな って きて いた。 ワー プロ

が普及す る以前 は専 門の入力 要員 を多数本社 や支局 に配 置 し、原稿 の送稿 、入力

の迅速化 を図 って きていた。

ワープ ロが普及 した現在 、記者 が 自分 で原稿 をワー プロでた た き、電話線 を通

じて送稿す るとい うの は一般化 して きたが、重大裁判 の判 決の ような ときは、人

海戦術 で入力 す るこ とにかわ りは ない。

そ ういった時 にOCRが 戦力 になるのでは ないか 、新 しいデ ー タベ ース を起 こ

す とき利用 が きか ないか 、な どの発 想 でOCRを テス ト的 に導入 してい たの をこ

ち らにふ りむけ るこ とに した。

当初 は富士電 機製のXP-50を 使 っていたが、途 中か ら東 芝製のExpressReaderJ70

とい う機種 に変更 した。

XP-50は ホス トマ シ ンにNECの パ ソコンPC9800型 が使 え る とい うのが魅力 で

あ った6ま た導 入当時(90年8月)で は、製 品化 していた数社 の もの と比較検討

して もっ とも優 れた性能 を もってい た。 カタログ値 では文字 認識速度30文 字/秒 、

文 字認識率99%と い うこ とであ った。

ExpressReader(92年2月 導入)は 東芝 のJ3100ZDが ホス トマ シン。新 しい機種

だ けに文字認識 速度70・100字/秒 、認識率99.5%以 上(い ずれ もカ タログ値)と

読 み取 り速度 、認識精度が大幅 に向上 していた。
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OCRと は、入力 した い文献 をス キ ャナーにか け、その画像 デー タを分析 し、

文字 を推定 し、ASCIIコ ー ドとして出力す る とい うもので あ る。

ス キ ャナー にか けた文献 はまず走査密度 に応 じた細 かい点(ド ッ ト)に 分 解 さ

れる。走査密 度が細 か くす れば、分解性能が上が り解析 能力 も上 が りそ うな もの

だが、解析処理 速 度 とのか ねあい もある ら しく、400DPI(一 イ ンチ あた り400

本の走査線)の ものが主流 となっている。

文字 の認識方 法は各社 各様 であるが 、一般 的には まず、読み込 ん だ白黒 の点 の

か た ま り(画 像)か ら、写真 やイ ラス トをよ り分 けて文字部分 だけ を取 り出す(こ

れは手動 で指 定す るこ とも多 い)。 次 に この文字部分 の画像 の 中か ら行 間、字 間

の区切 り(空 白)を もとに文字画像 のかた ま りを1字 ずつ切 り出す 。

それか ら、OCR内 蔵 の解析機が あ らか じめ もって いる文字 の母 型パ ター ンと

照合 して、あ る程 度の共通 点がみ られた ら文字 コー ドを決定す る、 あ るい は文字

画像 の縦 線、横 線 、バ ネ具合 な どの方 向か ら文字 を推 定 しコー ドを発生 させ るな

どの方 法があ る。

しか し、OCRは 読 み取 り精度が100%と い うわけ にはいかず 、読み取 りミス

をいか にチ ェ ックす るかが大 きな課題 であ った。

XP-50は 「21」 「35」 とい った縦書 きの連数字 が まった く読 めず 、読 み取 り不

能 のゲ タ字(=)と して出力 された。

また 「輪 」 と 「輸」 、 「士」 と 「土」 な ど似 た ような形 の書体 は読 み取 りミス

を起 こ しやす く、平均 的読 み取 り精度 は92-93%く らいで あった。

特定 の文字 をいつ もきちん と読 み違 え るの な らば、 それな りの対処 の しよう も

ある。 ところが 、OCRで は読 み取 りス キ ャナーに原稿 をかけ る微 妙 な角度 の違

いで、読 み取 り結 果 に微妙 な差異が出 る。 同一ペ ージ内にあ る同 じ文 字 で も、正

しく読 めて い る もの とそ うで ない ものがあ る とい った具合 であ る。

強制修正 をかけ た方が よいか、それ と も修正 しない方が他へ の波 及被 害 が少 な

いかな どを体験 的 に積 み重 ね、最終 的 には図3-2-1の ような300字 くらいの読 み変

えテー ブルを作成 した。

OCRで 読 ませ たデー タはその場 で修正 がで きる。文字修正 モ ー ドに し、怪 し

い箇所 あ るいは明 らか に読 み誤 ってい る箇 所 にカーソル を置 き、マ ウス をク リ ッ

クす れば、他 の候 補文字 がい くつか表示 される。該 当す る文字 が あれ ば、その文

字 をク リ ックす れ ば正 しい文字 に置 き換 え られ る とい う仕組 みで あ る。
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XP・50は 、読 み取 り不能の文字 は 「=」 あ るいは特殊 な記号文 字 で表示 された。

ExpressReaderで は、処理が進歩 してお り、マ シンが読み取 りに自信 がない もの

につ いて は、通常 白地 に黒文字 表示 の ところが赤字 で表示 され る。 さ らにその横

に読 み取 った原稿 の スキ ャン画像 が表示 され、い ちい ち原稿 を照合 す るこ とな し

に、校 閲作 業がで きるこ とになっていた。(XP-50の 改 良型 、XP-70で は原稿 の画

像 表示 がで きる ように改 良 された)。

ところがExpressReaderで 問題 なのは、赤字表示部分 だ けが読 み損 ね、 あるいは

読み損 ね候補 であ るか といえばそ うで はな く、マ シンが問題 な しと判 断 した箇 所

で も結構 読 み損 ねが ある とい うこ とで あった。 メー トル、 キ ロな どとい った連字

に この傾 向が強か った。

当初 はOCR入 力 したその場で完全 な校正 までで きるので はないか とい う期待

を抱 い てい たの であ ったが、 こ うい った事情 では、やは り全文校 閲 をす る必要 が

生 じる。

いろい ろ作業性 な どを考 えてテス トしてみたが 、最終 的 にはOCR入 力担 当者

は赤字 表示部分 だけを直す 、その上で初 校ずみデー タをMS-DOSフ ァイルに

落 と し、 これ を原本 とと もに再校 閲 に出す とい う二重 チェ ックの方 法 をとった。

オペ レー ターの養成 は容易 で ある。XP・50は 構 造が単純 なだ け、操作 も簡単 で 、

パ ソコ ンにさわるのが初 めて と言 う学生 アルバ イ トで も数 時 間の研 修で一人立 ち

させ る こ とが で きた。

1日6時 間の作業 時 間で平均14-16万 字 、縮刷版 に して約1カ 月分の入力が で き

た。熟練 した ワー プロ入力者 が1日 に打 て る文字量 は1万 数千 字 とい うか ら、不

完全 とはい え、素人が数 人分 の仕 事 をこなす とい う計算 にな る;

問題 は直 しで あるが 、新 聞社 で は書 いた原稿 には誤 字 はつ き もの、それは また

専 門の校 閲ス タッフが チ ェ ックす る とい う分業体 制 を取 って いる。その考 え方で

いけ ば、少 々の 間違 いはつ きもの 、 どっちみち校 閲 を通 すの であ るか ら、そ れが

7-8%で あろ うと、それ以下 であろ うとあ まり差 はない ように思 われた。

正 読率93%と い うことは、100字 読 ませた うち93字 は正 し く読 んだ とい うこと

を意味す る。素 人が ワープ ロを打 つ よ り精度が よいか もしれない。 しか し、実 際

の作業 と してはなか なか負担 が大 きか った。

直 しを入 れた結 果の一例 を図3-2'2に 示す。

ワー プ ロ入力業 者の 人 とOCRの 利用 について話 し合 った こ とが あ るが 「正 読
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率97%以 上 な ら利用 価値が ある。それ以下 だ った ら熟練 したパ ンチ ャーの打つ 方

が効率 的」 とい う答 であ った。ほぼ同感であ る。

XP-50は 連数字 が読 めない ことが ネ ック とな り、実績 と して縮刷 版 で は93%ま

で しか正読率 が上が らなか った。横 書 き文書 では半角 数字 で も読 め、正読 率 は97

%く らい まであ げる こ とがで きた。

一方 、ExpressReaderの 方 は、修正作業 の環境 に進 歩が見 られたほか 、ホス トマ

シ ンが 強力 になって いる分 だけ、処理速度 の向上 がみ られた。読 み取 り精 度 も大

幅 に向上 してお り、実績平均99%以 上 の正読 率で あった。

ところが 、 こち らに もそれな りの弱点があ った。

OCRで は一般 的 にまず読 み取 らせ たい文献 をスキ ャナー にか け、表示 される

画像 の うち文字化 したい領域 をマ ウスで指定 し、その部分 を解析 にか け文 字 に変

換 させ る。

XP-50で はこの作 業が完全手動 であ ったが、ExpressReaderで は レイア ウ ト自動

解析 とい ってス キ ャン した画像 を自動解析 し、写真 や グ ラフ部分 を除去 し、文 字

部分 を自動的 に領 域指定す るとい う機 能がつい ていた。

だが、縮刷版索 引 は、段 ごとに仕切 罫が入 っている比較 的単 純 な レイア ウ トで

ある に もか かわ らず 、 これが結構 難渋 した。2段 を1段 に まとめ て しまった り、逆

に1段 の 中 をさ らに細 か く分 けて しま うな どの事態 が発生 した(図3-2-3)。

領域指定 に失敗 したので、再解析 した らまた同 じ間違 い を繰 り返 す、結 局始 め

か ら手動 でや り直 す とい う作業 を強 い られた。ExpressReaderで は手動 に よる部分

的手直 しが きかず 、 自動 モー ドにす ると完 全 に機械任 せ、手動 モ ー ドにす る とす

べ てが 手動 とい う極端 な操作 法が効 率 を著 しく低下 させ た。

もう一つ の問題 は文字 認識の精度 は高いが、行頭1字 下 げ、2字 下 げ とい う空 白

認識が甘 い とい うこ とであ った。縮刷 版索引で は、見 出 し本文 は1行 でお さまるこ

とは少 な く、2行 、3行 にわたっている場合が多 い。通常1行 目は行頭1字 下 げ、2

行 目以 降は2字 下 げ とい う体裁 になってい る。

これ を1本 の レコー ドにす るためには、行頭2字 下げの部分 はスペ ース と前 の行

末の改行記 号 を削除 し、前 の行 につ な ぐとい う作 業が必要 にな る。 この行 頭空 白

の認識 がでた らめ だ と、 自動 的処理 が困難 になる。

この点、XP-50は 空 白スペ ース を正 しく識別 したが、ExpressReaderの 方 は画像

自動解析 を取 り入 れてい るせいか、 この点がか な り弱 かった。極 端 な場合 は、本
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来頭下 げに なる部分 が突 き上 げ ににな り、逆 に突 き上 げになるべ き部分が数文字

分頭下 げに なるな ど、常識 では首 をひね りた くな るケ ース も散見 された。手動 で

体裁 直 しを行 うため、か な りの ブ レーキになった(図3-4)。

結 局、OCR入 力 とい うのは、ス キャニ ング、文字 領域の確定 、解析 、 さ らに

その場 での校 閲 をつ け加 え るな ら、 これ らを総合 した トー タルな もので ある。

解析速 度 だけが早 くて も、ス キャニ ングや文 字領域 の確 定 の ところで手 間取 っ

たのでは効果 は半 減で あ る。校 閲 をぬ きに した場合 、ス キ ャニ ングか ら領域確 定

までの時間 と解析 にか け る時間 との割合 はXP'50が3=7、 うま くい った場合 の

ExpressReaderが5:5と い った ところであ ろ う。その場 での校 閲作 業 を加 え る と、

さ らに解析 時 間の 占め る比 率 は小 さ くなる。

縮刷 版見 出 しデー タベ ースで、入力 と校 閲 を分 離 したのは、一つ はOCR本 来

の 目的であ る文字入 力 にアイ ドルタイムを生 じさせた くなか ったか らであ った。

OCRが パ ソ コン並 み の価格 になれば、 それな りの用途が あろ うが 、1台 数 百万

円 とい うような現状 では、入力 に専念 させ る方が有効利用 に結 びつ く。

実績 として、OCRに よる入力 は、機器本体 の購 入費用 を無視 す れば、 ワープ

ロ外 注 に比べ30%か ら40%の コス トでで きる感 じで あった。

最 近、多 くの メーカーがOCRに 参入 し、製品 も発表 されてい る。導入 にあ た

って は、 目的(ど こまでの精度の文献 をめざすか を含 めて)、 文献の形態(単 純

な レイア ウ トか、新聞切 り抜 きの ような複雑 な ものか等)、 最終 形態 までの作 業

手順 を どうす るか な どを考慮 した上で、 その要求 に見合 った機種 を決定すべ きで

あ ろ う。

/
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世 界 平 和 へ大 き な 役 割

パ ル'氏 、 日本 に 期 待 三 五 一9

ワ広 島 集 会

広 島 で も研 究 集 会 ・ ・ ・ … 一 二}3

「反 核 、被 爆 者 に 学 ん で"」

パ ル メ 委 あ す 広 島 対 話 集

A............カ

広島 に着 く 』パルメ委 メン
ノ 寸_..........

パ ル メ委 、全 日程 終 え る

「ヒ ロ シマ 」 に衝 撃 市 民

図3-2-4行 頭 の空 白認 識 に失 敗 した 例

… 二 五 九 一

… 二 七 五7
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3.3校 正 作業

次 に校 正 とデー タ修正 の問題であ る。

OCRの 利用 は前提の ような ものであったが 、校正作 業 に もい くつか の選択肢

が あった。 プロの校 閲 に任せ ることがで きるな らこれ にこ したこ とは ない。 しか

し、 これ また1文 字1円 とか い う相場であ り、そ れではな んのためのOCR入 力 か

とい うこ とにな って しま う。

そ こで コス ト切 り詰 め を図 るため、家庭在 宅婦 人労働力 の活用 を考 えた。子育

てな どで家庭 か らは離 れ られない ものの、在宅 でで きる仕事 な らや りた い とい う

高学歴 の女性 が増 えて いるのではないか と考 えたわけであ る。納期 の期 限 を切 っ

た仕事 な らそれ に見合 う もの を払 わねばな らないが 、期 限 を緩 くす れば、 それ な

りの単価 で仕事 を引 き受 けて もらえるので はないか とい う発想であ った。 ワー プ

ロやパ ソ コンが か な り家庭 に普及 してい るのでは ないか とい う期待 もあ った
。

ニ ューメデ ィア本 部 に勤務 していた退職者 、あ るい は知 人のつてな どを頼 りに

10人 くらい を募 集 、熟練者 な ら時給1500円 くらい になる ように作業量 を設定 して

仕 事 を委託 してみ た。

初 心者が ほ とん どだ ったの で、校正の記号、約 束 ごとか らマ ニュアルが必要 で

あ った。 しか し、何度 かや りとりす る うちにマニ ュアル もおのず と確 立 し、一応

それな りにはや れ る とい う結 果は得 た。

しか し、 こ うい った直取引 の作業委託 はその管理 が大変 であ った。パ ソ コン、

プ リンター を所持 してい る家庭 は予期 した より少 なか った。 そ こで、校 正 とフロ

ッピーの直 し作業 を分離 した。

まず こち らで プ リン トア ウ トを行 い、それ を原本 とと もに荷 造 りして宅急 便 で

校正者 に発送す る。校 正が終 わ り、返送 されて きた朱入 りプリン トア ウ トを今度

は フロッピー と と もにパ ソ コンをもっている家庭 に発 送す る。月末 には作業量 を

集計 して精算す る。 これ らの作業 だけで一人の専 従要員 を必要 と しかねぬ形勢 に

な って きた。

次 に考 えたのが在 宅婦人 を組織 しているパ ソコンネ ッ トとの提 携で あ った。

私鉄系 の会社 の組織 してい る半商用 ネ ッ トでこ うい った在宅 の仕事 を請 け負 う

ところがあ り、試験 的 に作 業 を委託 してみ た。

しか し、一括委 託 に もそれ な りの問題があ った。

会員 の レベ ルにか な りの ば らつ きがあ り、出来、不 出来 にか な りの差 があ った。

一29一



直接 の や りと りでないため、書式 な どこち らの要望が うま く伝 わ らない、校正 ミ

スが多発 した場合 の責任 の所在 が明 らかで ない、 な どで ある。請 け負 い元 を通す

ことになるので、報酬 に対 す る不満が 末端 の作業 者 にはある よ うに も思 われた。

ここで も当初 、校正 とフロ ッピー直 しを分 離 したが、校正 の ミス をその まま見

過 ごす ケースが続 出 したため、対策 を迫 られた。

何 度 かネ ッ トの窓口 と話 し合い を持 ち、作業担 当者 を固定 、担 当著名 も明 らか

に し、責任 の所在 を明確 にす るこ とに した。半 日間の 出張研修 を行 い、発 注側 の

意 図、作業 手順 を説 明 した。 さ らにネ ッ ト内 に作 業連絡 ボー ド(電 子掲示板)を

設 け、疑 問点や要望 な どをパ ソ コン通信 で担当者 同士が や りと りす るとい う仕組

み をつ くり、 ようや くほぼ満足 で きる レベ ルに達す る ことがで きた。

校正 がか えって きた ら最終チ ェ ックで ある。上位項 目の見 出 しを自動 的 に付 加

す るため には、書式の約 束 ご とが きちん と守 られていなけれ ばな らない。 ところ

が長年 の うちに縮刷 版本 体の表記 が手直 しされてい るこ とが あった。 こんな時 は

パ ソコン通信 の ボー ドが役立 ったが 、細か い ところで は手の 回 らない ところ も出

て くる。

作業 委託 にあた って は 「原稿通 り」 とい うの を原則 に した。10ペ ージ くらいの

マニ ュアルを用意 したが 、あ ま り約 束 ごとが多 い と作業 効率が落 ちるこ とを懸念

したため だ。

また、OCRの 癖 として和 数字 の 「一」 「二」 「三」の識別 があ い まいであ っ

た。 「一二三」 「二二二」 「三 二ー」 は縦書 きの場 合、 区別 がつ きに くい と見 え

て しば しば読み損 ねが あった。初期 の段 階では校 正者 も不慣 れ だったため、 ここ

らの見落 としが頻発 した。 この和 数字 部分 の見 落 と しは 日付 、掲載面 の手がか

りになるだけに影響が大 きいので、気 を遣 った。
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4.シ ス テ ム 構 築

4.1簡 易 システム構築

縮刷版 デ ー タベ ースは商用 オ ンライ ンに載せ ない と利 用者が 限定 され るので 、

最終 的 には朝 日新 聞記事 デ ータベ ース と同 じ方式で デー タベ ース を構築 、一般 提

供 をめ ざ して作業 が進行 中であ る。

しか し、 この方式 は時間がかか る。手軽 に全体像 がつ かめ るシス テムが ほ しい。

そ こで 、本格 的編 集 を進 め る一方、当社 が松下電 器産業株 式会社東京情報 シス

テム研 究所 と共 同研 究で 開発 を進めてい る新 しい方式の情報検 索 シス テム 「検厳

君」 で、 この縮刷版 デ ー タベ ースの簡易版 を構築 した。

一般 に 日本語文献 のデ ー タベ ース は
、 日本 で最大規模 の 日経 テ レコンを含め 、

文 献か ら適 切 な索 引語(キ ー ワー ド)を 切 り出 し、あ るい は付 与 して、その索引

語 ファイル に検 索 をかけ、そ こか ら目的の文献 をひ きだ して くる とい う方式が主

流 であ る。

全文 書 を頭 か ら終 わ りまでサ ーチす る より、索 引語 フ ァイ ルを探 した方が、余

分 な情 報 も少 な く、 また検索 しやす い構造 にな ってい るの で大 量 、高速 の検索 が

可能 に なるためであ る。

こ うい った検索 システ ムを築 くため には、KW切 り出 しや検索 の ために大型汎

用 コンピュー ター を使 った大規模 な システムが必要 であ った。

しか し、最 近の電子技術 の進展、 と くに ワークス テー シ ョンの高性能化 に とも

な って 、 こ うい った索 引語 ファイル を別 に作成す るの では な く、テ キス ト全体 を

その ま ま始 めか ら終 わ りまでサ ーチ し、該当す る文字列 を含 む文書 を拾 い だ し、

デー タベ ース と して機能 させ るとい うフルテキス トサ ーチ型 デ ー タベ ースが現 れ

て きた。

この方式 は個 々の キーワー ドの切 り出 しが不要 のため、省 人化 が可 能で、手軽

に容易 にデ ー タベ ースが構 築 で きる、環境次第 でかな りの ところまで 自動化が で

きる とい う特徴 が ある。

もっ とも収録 文書!00万 件 とい う大規模 データベ ース に とってかわ るにはパ ワ

ー不足 が否 めないが
、今後 の技術 動 向次第では、十分 処理 能力 を もつ もの に育つ

可 能性 を秘 めてい る。

当社 が新聞記事 デー タベ ース構築 に着 手 した1984年 ごろは、 こ ういった低価
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格 ・高性能のマ シ ンは存在 してお らず、 また文字列 の フルサ ーチな どは効率 の面

か らとて も実用 に耐 え る もの とは思 われていなか った。

その後、 ソフ ト ・ハ ー ド技術 の進歩 で、 こうい った方式 のデ ータベ ースが 実用

化 の段 階 に進んで きたわけであ る。

42全 文 フル サ ー チ型 検 索 シス テ ム

「検 厳 君 」 はUNIXマ シ ン を検 索 サ ーバ ー と し、VMEバ ス仕 様 の 高 速 検 索

エ ンジ ン を搭 載 した シス テ ム で あ る。検 索 エ ン ジ ンは 文 字 列 検 索 専 用LSI(ス

トリー ム デ ー タプ ロセ ッサ ーSDP)をVMEバ ス3枚 の 基 盤 組 み込 ん だ もの で 、

こ こ に メモ リー に読 み 込 ん だ デ ー タ を一気 に流 し、解 析 を行 う。

検 索 サ ーバ ー機 と して は、Solbourne(ソ ル ボ ー ン)、PanaStation、Sunの

SPARCス テ ー シ ョンの 一 部 な どが 可 能 だが 、 当社 で はSolbourne5/600型(メ モ リ

ー32MB
、 ハ ー ドデ ィス ク660MB)を 使 用 して い る 。

この検索 システ ムの特徴 と して は

イ)デ ータベ ース の構築 ・保守が 簡単

ワー プロ、OCRな どで作 成 したテキス トデー タをその まま使 える

キー ワー ドづ け、索 引 ファイルの作成 などの前処理 や定期 保守が不要

ロ)使 いやす く正確 な検索

自由な文 や単語 で検索 で きる

同義語辞書 を使 って検索漏 れ を減 らす

単語認識 で検 索 ノイズ を減 らす

ハ)検 索専用ハ ー ドウェア を使 った高速検 索

同義語 を使 って複雑 になった条件 で も検索速 度が低下 しない

検索速度:約10MB(500万 文字)/秒

二)ネ ッ トワーク対応

1台 のサ ーバ ー を複 数の ク ライア ン トが共 同利用 。

分 散デ ー タベ ース と多彩 なマ ンーマ シ ンーイ ンターフェイス を実現

で きる

な どがあげ られ る。

ワー プロやパ ソコ ンの急激 な普及で家庭 や事業 所 に大量 の電子情報が 蓄積 され
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てい る。 しか し、 その情報 も一度報告書 な どに使われて しま う と、大 半 は フロ ッ

ピーの なか で半 ば 「死蔵」 されてい る状 態 である。

これ らに文 書 を一定 の書 式 につ ないで いけば、その ままデ ー タベ ース にで きる

とい うところに 「検 蔵君 」の一つの特色が あ る。

パ ソ コンソ フ トの 中に も、 こうい った フルサーチ方 式で文献検索 を行 うデー タ

ベース ソフ トも現 れて きてい るが、処理量 、速度の問題で まだ実用 に はほ ど遠 い

レベルで ある。

また、 キー ワー ド切 り出 し不要 とい うこ とは、その ための要員が大 幅 に省 略で

きる とい う利点 を もつ。

一方 、 キー ワー ドな し検索 とい う検索 は これ まで出来 なか った新 しい用途 も生

み出 した。索 引 フ ァイル による検索 は当然、 ある意味 を もった キー ワー ドしか検

索対象 と しないが 、文 字列 一致 だ と、動詞 や形容詞、 さらには 「を、」 とい った

従 来で は まった く考 慮の対象 外 であった文字列 まで検索 す るこ とが で きる。 これ

は言語 の用法研 究 な どには大 きな助 け とな ることであ ろ う。

この 「検 厳君 」で81年 か ら84年 分 までの見 出 しデー タベ ース をと りあ えず構築

した。10年 分 と しなかったのは、一つはハ ー ドデ ィス クの容量 の関係 、 もう一 つ

は朝 日新 聞記事 デー タベ ースが85年 か ら本格編集体制 に入 ってお り、緊急性 が薄

か ったためであ る。

縮刷版見 出 しデ ー タベ ース の元 デー タ作 成 には一貫 してパ ソ コン(NECの

PC9800)を 使用 した。パ ソ コンや ワー プロの文書 か ら簡単 にデー タベ ース を構築

す る道 を探 る とい うのが ひとつの 目的 だったか らである。

校 正のす ん だ文書 をパ ソコンのエ デ ィターで1カ 月単位 に ま とめ 、変 換 ソフ トで

大 ・中 ・小 項 目の見 出 しを各見 出 し文 の頭 に付加 、 さらに 日付 、面名 な どをつ け

加 えた。

このデ ー タをイーサーネ ッ ト経由で ワークステ ーシ ョンに転送 し、 シフ トJI

Sコ ー ドか らEUCに 変換、 「検蔵君」 デー タファイルに変換 した。

「検 蔵君」 ソ フ トはユ ーザ ーが変更可能 な項 目テーブ ルを もってお り、入力す

るデー タの書式 に応 じてテーブルの書換 を行 えば、読 み込 んだデー タが その ま ま

デー タベ ース化 で きる。

本業 の合 間 を縫 っての作業 であ ったため、1カ 月近 くを要 したが、 デ ー タが完成

してか ら実 際にデ ー タベース構 築 に要 した時 間は実質 的には数時 間であ った。
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〈縮刷版見 出 しデ ータベ ース 簡易 システムの流 れ〉

(
力入RCO

)

一 フ・イル日;

検索

検索サーバ ー

PC9800

校正

デ ー タベ ース 構 築

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

図4-2縮 刷 版 見 出 しデ ー タベ ー ス簡 易 シ ステ ムの 流 れ
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4.3HlASK編 集 システムの改造

HIASK編 集 システムは当初 、新 聞記 事 をデー タベース化 す るこ とを 目的に

設計 され てお り、ネル ソン(朝 日新 聞の新 聞組版 システム)以 外 の シス テムで制

作 され たテキス トを取 り入 れ る機能が なか った。

編 集作 業 の端末 システ ム も、全端 末が直接ホス トと直結 し、お のお のがホス ト

の中 に作業領 域 を占有す るTSO(TimeSharingSystem)方 式 であ る。

端 末 の機 能が 限定 されてい た10年 前 は ともか く、パ ソコンの機 能 向上 に伴 い、

端 末で で きる仕事 は端末で、 ホス トで しか 出来 ないこ とはホス トで とい う、い わ

ゆ るダ ウンサ イジ ングの必要性が痛感 され るようになって きた。

これ らの事情 か ら1992年3月 か ら12月 にかけて、編集 システ ムの一部改 造 を行

った。

システ ム改 造の 主な 目的は

(1)現 行 シス テム を生 か した ままの編 集の合理化

(2)多 様 なテキス トか らデー タベ ース構 築の道 を開 く

(3)分 散 処理指 向 におけ る試験 的 なシステ ム化

であ る。

一挙 に新 シス テ ムを 目指 す ことは予算的 に も、 システ ム的 に も無理 なの で、現

行 の編 集方 式 と並存 で きる形 を 目指 した。

概 略 は図4-3の 通 りだが、 ホス トサ ーバ ーはCICSト ラ ンザ ンクシ ョンと し、

現行 の デ ー タベ ース編集環境 との接続 イ ンターフェイス を もたせた。

ホス トサ ーバ ー とLANサ ーバ ーの接続 はSNAセ ッシ ョンタイプ6.2を 用 いた。

LANサ ーバ ー側 での送信処理 に関 してはAPPCを 使 い、3270フ ァイル転送

ではで きない、機 能上 の弾力性 をもたせ た構成 や、対話環境 の構 築 を 目指 した。

LANサ ーバ ー とクライア ン ト端 末間の接続 は トーク ンリングネ ッ トワークに

よる接 続 と し、作業 において全 クライアン ト(8台)が 直接LANサ ーバ ーの フ

ァイルにア クセスで きる ように した。'＼ 、

LANサ ーバ ーのOSはOS/2、 端末 はDOS/VをOSど し、＼端 末の編集
＼ぺ、

には市販 のVZエ デ ィターを採用 した。新 たにエ デ ィター を開発 す る よ り'へ市販

の もの にマ クロ処 理 を加 えた方が工程的 に も安上が りだ し、バ ー ジ ョンア ップに ＼

＼ こ＼、ご、も対応 しやす い と考 えたか らである
。

この シス テム を平 た くいえば、 まず夜 の うちに記事 ば らしされ たテ キス トはホ
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ス トの ファイルに蓄積 され る。 これ は従 来通 りだが、漢字 カナ変換 を通 さない、

文法情報 を もたないただのテ キス トで あ る ところが違 う。

この テキス トを各端 末が ダウンロー ドし、書誌 的事項の手直 し、見 出 し直 し、

分類語付 加 な どを行 う。 これ は普通の テ キス ト文 書 だか ら、編集 に使 うツールは

ワープロで もエ デ ィターで も何 で もよい。

KW切 り出 しは端 末で はで きないか ら、一度 ここで直 したテ キス トをホス トに

ア ップロー ドし、KW切 り出 しをお こな う。 これ はア ップ ロー ドと同時 に 自動 的

に行 われる。

KW切 り出 し結 果 を再 びダ ウンロー ドし、 プ リン トア ウ トしデス クチ ェ ック、

読み損 ね、編集 ミス な どは直接KW文 書 を直 す。直 しが終 わ る と再 び、 ア ップロ

ー ド、 ホス ト側 で従 来のKW文 書 の フ ォーマ ッ トに変換 され、外部 送信 用 ファイ

ル と蓄積用 ファイルに送 られる。

エ デ ィター に よる端末編集 の利 点は 、端 末の機 能 を駆使 した機動 的運用 が行 え

る とい うこ とで ある。

TSO編 集で は、端末側 で コマ ン ドを一 つ打 つ た びに、そ れが ホス ト側 に伝 え

られ、ホス トがそ れ を処理 し、結 果が返 って くる。

つ ま り改行 ひ とつ打 つ に もコマ ン ドがホス トに伝 え られ、ホス トを動 かす わけ

であ る。 この結果 、改行 ひとつ に数秒 間 を要す る とい う状況 にな る。

また大型 ホス トでは、パ ソコンや ワー プロでは ほぼ常識 の機 能で あ る、削 除 し

た部分 の復 活 、特定 の部分 の ブロ ック移 動 な どが不可能 とされて いた。

パ ソコン機能 の導入 で こ うい った編 集上の制約 か ら解放 された ほか、ホス ト内

に受 け入れ環境 さえ整 えば、 フロ ッピーに よるテ キス ト入力 も可能 とい う道 が開

けた。

ス タン ドア ロー ン型編 集 を採 用す る にあた って は、分類語 の 自動 変換やKW文

書 を直接 メ ンテす るこ とに よるフ ォーマ ッ ト崩 れの 防止 な どい くつかの 問題 点が

あ ったが、VZの マ クロ機能 を駆使す るこ とに よ り、現行 の機能 はほ とん どカバ

ー したシス テム とす るこ とが で きた。
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5.検 証

5.1プ ロ トタイプでの検索例

「検 厳君 」で構築 した縮刷版見 出 しデー タベース を使 った検索例 を次 に紹介す

る 。

検 索画面の構成 は次 の ようになってい る。

まず文書選択画面 になる。

〈文 書 選 択 〉

朝 日新聞見出 し1981年

朝 日新聞見出 し1982年

朝 日新聞見 出 し1983年

朝 日新聞見 出 し1984年'

朝 日新聞見 出 し1985年

朝 日新聞見 出 し1986年

朝 日新聞見 出 し1987年

朝 日新聞見出 し1988年

朝 日新聞見出 し1989年

朝 日新聞見出 し1990年

ファイルが1年 ご とにな ってい るの は、構築 当時の ソ フ トが まだ開発 中の もの

で、デ ータに大量 になる と検索速 度が低下 したためで ある。その後 、 この点 は改

良 され、ハ ー ドデ ィス クが 追加 で きた ときは10年 分 を一つ の ファイルにす る予 定

で あ る。

収容データ件数は

81年

82年

83年

84年

朝刊

52.138

53.789

53.296

55.033

夕刊

20.010

19、767

19、969

21.146

合計

72.208

73.556

73.265

76ユ79

1年 あ た りの フ ァ イ ルの 大 き さは約8MBで あ る 。
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検 索 す る年 の フ ァ イ ル を選 び、 リ ター ンキ ー を押 す と検 索 画 面 に な る。

〈条 件 入 力 〉

文 書 名:朝 日新 聞 見 出 し1981年

検 索 条 件 を入 力 して 下 さい

[見 出 し?]

[項 目1?]

[項 目2?]

[項 目3?]

[項 目4?]

[項 目5?]

[項 目6?]

[全 項 目?]

見 出 し、あ るい は項 目別 に限定 した フィール ド検索 と、見 出 し、全項 目を検 索

す る全 文書検索 の両方 が可 能であ る。

AND、OR検 索 、あ るいは正規表現 を使 っての中間一致、前 方一致検索 も可

能であ る。

縮刷 版見 出 しデー タベ ース は、長い レンジにわた る世 の 中の動 きを追 う事 な ど

に適 してい る と思 われ る。最近 、深刻化 している 「エ イズ」問題 を調べ てみ よう。

〈条 件 入 力 〉

文 書 名:朝 日新 聞 見 出 し1981年

検 索 条 件 を入 力 して下 さい

[見 出 し?]

[項 目1?]

[項 目2?]

[項 目3?]

[項 目4?]

[項 目5?]

[項 目6?]

[全 項 目?]エ イ ズ

〈一 覧 表 示 〉

照合条件
検索結果

$0/エ イ ズ/

0件
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とい う よ うに結 果 が か え っ て くる 。

「エ イズ」 での検索結果 は

81年0件

82年0件

83年10件

〈 一 覧 表 示 〉
キー ワー ド$0/エ イズ/

検索結果10件

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10.

AIDS(エ イズ) _奇 病AIDS

830713朝 刊44728

AIDS(エ イズ)こ とば

830713朝 刊44728

「エイズ」の話題 も盛 り込んで第五 回国際免疫学会議 _み んなの科学
830815夕 刊54891

二人、改めて 「シロ」 厚生省 エイズ研究班_奇 病AIDS問 題
830820朝 刊226663

エイズも議題 国際免疫学会議 きょうか ら開幕_国 際免疫学会議
830821朝 刊36831

エイズ衰えず二千人超す_奇 病AIDS
830909夕 刊183746

エイズへの恐 れ と同性愛への嫌悪感_土 曜の手帳

830903夕 刊51251
エイズの女性 患者死ぬ_保 健 ・衛生

831009朝 刊223466
エイズの原因 カビの一種か 国立研究所で新説_保 健 ・衛生

831027夕 刊1810748

患者は三千人超す エイズ研究会が閉幕_奇 病AlDS

831126夕 刊1410008

すなわ ち、朝 日新聞の見 出 しに 「エ イズ」 とい う言葉 が初 め て登場 したの は

1983年7月13日 の朝刊4面 だ った こ とが わか る。

84年 はやや件数が減 って6件 。

〈 一 覧 表 示 〉

キー ワー ド$0-/エ イズ/

検索結果6件

1.エ イ ズ の 犯 人 判 明?_保 健 ・衛 生

840424`夕 刊149087

2.さ れ ど エ イ ズ 怖 し_話 題

841026朝 刊710098

3.エ イ ズの 温 床 公 衆 浴 場 な ど シ ス コで 閉 鎖_保 健 ・衛 生

841011朝 刊224027
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エイズ治療、暗礁 に 双子の血液 ・骨髄移植失敗_保 健 ・衛生
841025夕 刊1810001

エイズ患者の輸血で?乳 児3人 死 ぬ 豪 の病院_オ ー ス トラ リア
841116朝 刊35959

エイズ 輸血で感染 豪 は騒然_海 外 ・喜怒哀楽
841207夕 刊52711

85年 以 降 を参 考 の た め、 朝 日新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス の タ イ トル検 索(見 出 し部

分 だ けの 検 索)で ひ い て み る と

85年77件 、86年73件 、87年384件 、88年200件 、89年177件 、90年174件 とい

う結 果 で あ っ た。

次 に 「デ ー タベ ー ス」 とい う言 葉 で 検 索 してみ た 。

81年1件

㌫ ド 晋 デ一夕ベーが 一 覧 表 示>

1・ データベー ス化作業
_集 積回路

810921夕 刊108486

82年1件

〈 一 覧 表 示 〉
キー ワー ド$0フ デ一夕ベー ス/

検索結果1件

1.デ ータベー スのネ ッ ト化 へ実験 郵政省_デ ータ通信
821001朝 刊887

83年2件

キー ・一 ド$oフ データベー ス/〈 一 覧 表 示 〉

検索結 果2件

1.デ ータベース台帳総覧作成(通 産省)
_情 報処理産業

830330朝 刊9115710
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2・ データベース民間に公開を 懇談会、省庁 に要 望書_情 報処理産業
830605朝 刊91599

84年8件

〈 一 覧 表 示 〉

キー ワー ド$0フ デ一 夕ベー ス/

検索結果8件

1.「 データベース」整備 振興セ ンター発足 通産省許可 まず二十社が参加

840417朝 刊15991

2.デ ータベース_情 報化社会新語ABC
840528朝 刊910077

3.VANや データベー ス 税 の減免を求める 郵政省方針_税 制
840730朝 刊311351

4.妊 娠末期の死産 ・生後間 もない死亡 デー タベース化図 る
_み んなの健康

840805朝 刊271851

5.高 度情報化社会へ報告書データベー ス整備急 げ 高度情報化社会へ懇談会が報

841027朝 刊110511

6.デ ータベース ・サー ビス業技術 ・資金面で援助 通産省が育成策
_産 業

841120朝 刊97535

7.共 同データベー ス提言 利用業界主導め ざす 研究会報告書
_情 報処理産業

841218朝 刊96774

8.デ ー タベー スに著作権 法整備 し保護 を 体系づ けなど創作性
_著 作権8

41216朝 刊16011

同様 に朝 日新 聞 記 事 デ ー タベ ー ス を使 った 検 索 で85以 降 は 、85年20件 、86年

15件 、87年25件 、88年19件 、89年37件 、90年22件 で あ っ た。

わ が 国 にお け る 「デ ー タベ ー ス」 元 年 をい つ にす る か とい え ば 、 この 件 数 の 急

激 に増 え た1984年 あ た りが 「元 年 」 とな るの だ ろ うか 。

次 に84年 にお け る コ ン ピュ ー ター の動 向 を探 っ てみ た 。

キ ー ワー ドは 「コ ン ピ ュ ー タ ー」 と 「電 算 機 」 に した 。

入 力 式 で 「コ ン ピュ ー タ」 と して い る の は 、 文 字 列 一 致 検 索 の場 合 、 「コ ン ピ

ュ ー タ」 と音 引 きが な い記 述 が され て い る と 「コ ン ピュ ー タ ー」 で は欠 落 して し

ま うか らで あ る6逆 に 「コ ン ピュ ー タ」 な ら 「コ ン ピュ ー タ」 で も 「コ ン ピュ ー

ター 」 で も検 索 対 象 とす る こ とが で きる 。84年 に お け る検 索 結 果 は238件 で あ っ

た 。

一42一



キ ー ワー ド

検 索 結 果

〉獅噛
撒

く
電力一ユピン

牛イ

コ

8

フ

3

$0

2

1.日 立 、互 換路 線 変 えず 社長 表 明 継 続 性 を最 重視 ソ フ ト開 発 一 時 は負 担

840120朝 刊96771

2.ス パ イ事 件 は 「個 人的 暴 走 」_コ ン ピュー ター(電 算 機)

840120朝 刊96772

3.米 製 パ ソ コ ン、 日本 で 激 突IBM追 い ア ップル も新 型

840125朝 刊88561

4.ソ フ ト保 護法 に疑 義 米 大 使 通産 相 に公式 表 明_ソ フ ト保護 と著 作権

840113朝 刊94415

5.電 算機 ソ フ ト 著 作 権 法 改正 で 保護 文化 庁 に 中間報 告 審議 会 小委

840120朝 刊36711

6.ソ フ ト保護 、や は り専 門 法通 産 省 が猛 反論 文 化 庁 との対 立鮮 明 に

840120朝 刊86761

7.ソ フ ト保護 万 全 を 電 機業 界首 脳 通 産省 に要 請_ソ フ ト保護 と著 作権

840120朝 干1」86764

8.新 電 報 シス テム電 算 機IBMか ら調達 _電 電 の 国際 資材 調達 問題

840121朝 刊97177

9.自 動車 ・電 算 機が 増勢 米 商 務 省 の84年 産業 予測 対 日競争 強 く意 言農_経 済
840104朝 刊91091

10.合 併 や買 収大 型 化 傾 向 米 電算 機 サ ー ビス業 界_経 済

840127朝 刊89328

1Lイ ン ド向 け電 算 機 販売 契 約 を破 棄 ソ連 懸念 し米 企 業_貿 易
840130朝 刊3103510

12.「 蒙古 秘 史」 の言語 電 算 機 で解 析 研究 _海 外文 化

840109夕 刊53159

13.(13)電 算 機 診断_情 報 多重 列 島

840122"」]1-U47461

14.三 宅島 の 溶岩 流 電 算 機 で再 現 京大 防 災研 避 難情 報 システ ム に道 _火 山
840207朝 刊32171

15.電 算 機 デ ー タ生 か せず 兼 信の 隊歴 も入力 _自 衛 官 が同 僚 に発 砲 死 傷4人

840229朝 刊2310275

16.第 五 世 代 コ ン ピュー ター」 青報 化社 会 新語ABC

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

28.

29.

30.

31.

840213朝 刊114337

米 での生 産 まだ(コ ン ピュー ター機 器 生産) _米 国

840211朝 刊83745

米 の電 算機 部 品 メ ー カー を買 収 日立 金属 の子 会 社_米 国

840223朝 刊87728

コ ン ピュー ター故 障 東 証 二 部 で売 買 停止
_株 式 市場

840222朝 刊87363

画像 処理 に超LSI速 さ中型 電 算機 並 み 日本 電 気 非 ノ イマ ン型 実用 化

840215朝 刊85044

「IBMコ ピー」 認 め る 関 連 役員 、賞与 カ ッ ト 日立社 長

840202朝 刊8445

使 いやす さで 日本 製 が 先行 高速 電 算 機 で米紙 警 告

840214朝 干IJ84688

第5世 代 電 算 機 研究 開発 英 と協 力5月 に もスタ ー ト 当面 、 情 報交 換

840214朝 刊94691

1BM超 大 型 機 機能 強化 し新 モ デ ルに_コ ン ピュ ー ター(電 算 機)
840225朝 刊88608

情 報処 理 量128倍 に 富 士 通 が新 ソ フ トIBMよ り低 価格

840201朝 刊881

百 超 す ユー ザ ーが 導入 予 定 _ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保 護

840201朝 刊881

31ビ ッ ト ・ア ドレス方 式 _ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保 護

840201朝 刊886

ソ フ ト保 護2省 庁 案 ま とま る 著 作 権法 か新 立 法 か

840215朝 刊34991

文 化庁 現行 法 内 、50年 間 通 産 省15年 、裁 定 制盛 る

840215朝 刊34991

ソ フ ト保 護 通 産 省 ・文 化 庁 の主 張_ソ フ ト開 発 ・ソ フ ト権保 護

840215朝 刊34992

(解 説)成 長 産 業 縄 張 り争 い の面 も_ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保 護

840215朝 刊34996
-43一



32.自 立 へ意 気盛 ん(野 村 コ ン ピューー一夕ー シス テ ム) _ソ フ ト開発 ・ソ フ ト権 保 護

840216朝 刊85404

33.総 合 ソ フ ト会社 設立 _ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保 護

840221朝 刊86984

34.ソ フ ト権 保 護問 題 米 、新 立法 に反対 表 明 著 作権 条約 に違反

840224朝 刊98171

35.(解 説)国 内論 争 に も石_ソ フ ト開 発 ・ソ フ ト権保 護

840224朝 刊98173

36.ソ フ ト裁 定 制 で対 立 日米 先端 産 業 作業 部 会_ソ フ ト開発 ・ソフ ト権 保 護

840224朝 刊98176

37.ソ フ ト保護 は著 作 権枠 内 で 米 代 表 、 改 め て強 調_ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保護

840225朝 刊98617

38.今 秋 に も システ ム監査 基準 コ ン ピュー タ ー関 連 の事 故 防止_シ ステ ム監 査
840208朝 刊92595

39.通 産 省 、研 究会 設 置 へ_シ ステ ム監 査

840208朝 刊92596

40.野 村 コン ピュー タ システ ムVANサ ー ビス進 出_VAN(付 加価 値通 信網)

840224朝 刊88165

41.教 育 に浸透 す る電 算 機 ・英 国_世 界 は き ょう

840206朝 刊61801

42.携 帯電 算機 にIBMが 参 入_経 済

840217朝 刊85808

43.コ ン ピュー ター で明 代 の錦 織 り再現 _海 外 文 化

840221夕 刊57198

44.コ ン ピュー ター の権 威 ・坂 井京 大 教授 _著 作 権

840226朝 刊239111

45.電 算機 で学 習能 力診 断 つ まず きの原 因 ピタ リ 児 童対 象 に港 区開 発 へ_教 育

840214朝 刊214811

46.重 複 出題 電 算 機 で チ ェ ックへ_国 公立 大 共 通 一次 試験

840204朝 刊31111

47.首 都 の守 りもコ ン ピュー ター時 代_警 視 庁

840202朝 刊23591

48.印 鑑 証 明 も電 算 機 で4月 にオ ンラ イ ン化 台東 区_二 十 三特 別 区

840210朝 刊213471

49.ス ー パ ー コ ン ピュー ター_情 報 化 社 会新 語ABC

840312朝 刊114457

50.事 故 防止 へ安 全 基準 急 げ 金融 機 関 の コ ン ピュー ター 懇 談会 報 告_金 融

840331朝 刊111931

51.照 明 の ア イデ ン 電 算 部門 ヘ ア マ ス トと資 本提 携

840307朝 刊82445

52.米 大 手社(コ ン ピュー ター)の 株 半 分握 る 富士 通

840308朝 刊82848

53.電 算 機用 テー プ にカ ー トリッジ時 代 日本IBMが 新装 置 発表

840327朝 刊810244

54,超 大 型電 算機 で 提携 日電 と仏 社 対IBM戦 略 _コ ン ピュー ター(電 算機)
840328朝 刊810661

55.ソ フ ト保 護 産 業 界で も意 見分 かれ る 通 産 省 と文 化庁 の対立 反 映

840303朝 刊g935

56.伊 藤忠 が ソ フ ト会社_ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保護

840306朝 刊82023

57.ソ フ ト保 護 文化 庁試 案 反 対 の意 見 書提 出 電 子工 業 協会 な ど三 団 体

840307朝 刊82441

58.ソ フ ト保 護 「法 律 の形 態 に こだ わ らぬ 」 米 、 プ ログ ラム権 法 に軟 化?

840310朝 刊93735

59.ソ フ ト問題 、具 体 的 に触 れず 日米 意見 交 換 _ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権保 護

840311朝 刊g41110

60."プ ログ ラム権 法案"で も米 が 「反 対 」 の文 書 政 府 ・自民 関 係者 に配 る

840314朝 刊15155

61.(解 説)強 引 な介 入 内政 干 渉 も_ソ フ ト開 発 ・ソフ ト権 保 護

840314朝 刊151510

62.ソ フ ト開 発 の委 託 先 を募集 _ソ フ ト開 発 ・ソ フ ト権 保 護

840331朝 刊912018

63.ソ フ トウエ ア 相 互 利用 へ 体制 づ く り き ょ う連絡 協 発 足_ソ フ ト相 互利 用

840328朝 刊g10677

64.18億 円分 の電 算 機 日立 、中 国 か ら受 注_日 中 貿易

840316朝 刊86065
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65.ATT、 電 算機 に参入 乱 戦 に拍 車 日本 へ の影 響大_一経 済

840329朝 刊811064

66.米 へ の輸 入 禁止ITCが 勧 告 へ 韓 国 ・台 湾 の電 算機_貿 易

840301朝 刊888

67.ソ フ ト著 作 権 は く奪 も検 討(米 電 算 機 ・事 務 機 器製造 業協 会副 会長)_著 作 権

840321夕 刊27968

68.第5世 代 コ ンピュー ター って な に?_み んな の科 学

840305夕 刊71851

69.雪 解 け水 量 つ か む 電 算 機 を使 って 再現 洪水 対 策 な どに活用 _み ん な の科 学

840312夕 刊74651

70.電 算機 利 用 の シ ンポ_集 積 回 路

840312夕 刊74657

71.雨 読者 との対話 を誘 う一 反 論 許 す エ ッセ イ 人 間の存 在理 由 は何 か一 コ ン ピュ

840330夕 刊511771

72.EI本 の歌 す べ て コ ン ピュー ター に 「近 代音 楽 館 」を め ざ し楽 譜集 め_音 楽

840306朝 刊232171

73.128億 円不正 融 資 元参 事 ら3人 逮 捕 電 算機 を悪用 広 島 の農 協_犯 罪

840313夕 刊115133

74.コ ン ピュー ター悪 用 有罪 懲 役 二年 六 月 猶 予 っ ぎ 札 幌地 裁 判決_刑 事裁 判

840327夕 刊1310571

75.第21回 朝 日科 学 教 室 「新 世代 コ ン ピュー ター と ロボ ッ ト」_事 業

840317朝 刊226688

76、 貸 し ビデ オ店 チ ェー ン展 開 電 算 機 ネ ッ トワー クで結 ぶ バ ンダ イ_ビ デ オ

840428朝 刊810505

77.米 社 と提携 し電 算機 に進 出 旭 光学 が経 営 多角 化_コ ン ピュー ター(電 算機)

840404朝 刊81188

78.ソ ニ ー ア ップ ル社 と提 携 電 算 機周 辺 機 器開 発 へ

840407朝 刊82384

79.よ り低 価 格 の プ ロセ ッサ ー 日本IBMが 六 月発売

840414朝 刊84988

80.ソ フ ト保 護 で主 張 す れ違 い 日米 先 端技 術 作業 部 会_ソ フ ト保護 権
>840415朝刊95359

81.ソ フ ト法 今国 会 の提 案 見 送 り 通 産 ・文 部 の調 整 っか ず_ソ フ ト保 護権

840420朝 刊27166

82.米 社通 じ販 路 を拡 大(ス ター 精 密)一 パ ソコ ン

840418朝 刊86423

83.日 本電 気 が 技術 供与(YHP社 に) _パ ソコ ン

840419朝 刊86822

84.コ ン ピュ ー ター と通 信 回線 を"結 婚"さ せ ち ゃう_VAN(付 加 価値 通 信網>

840414朝 刊44941

85.VAN事 業 部 を新 設(野 村 コ ン ピュー ター システ ム社)

840425朝 刊89181

86.電 算 機 な ど13億 円 電 電 公社 、ATTと 契 約 対 米調 達 、 目標 突破 へ

840403朝 刊3731

87.35歳 限 界説 裏 付 け 電 算 機 ソフ トウエ ア業 界 初 の労 働 実態 調 査_労 働

840421朝 刊217755

88.中 国 ・新産 業 革 命 へ電 算 機 技 術 を特 訓_経 済

840408朝 刊326910

89、 電算 機 、 中 国 と合 併 エ レク トロニ ク スで初 米 パ ッカー ド社_経 済

840421朝 干1」87621

90.米 最 新 電 算 機 「VAX」 ソ連 が 部品 入 手?米 高 官 証言_貿 易

840403夕 刊21003

91.電 算 機 の英 語予 備校_予 備校

840428朝 刊810501

92.(1)音 と光 の共 演_ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピュー ター楽 師

840424夕 刊58996

93.(2)市 民 と作 曲家 _ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピュー ター楽 師

840425夕 刊59396

94.(3)音 の工 場_ヨ ー ロ ッパ の コ ン ピュー ター楽 師

840426夕 刊59796

95.(4)伝 統 と風 土_ヨ ー ロ ッパ の コン ピュー ター 楽師

840427夕 刊710296

96.コ ン ピュー ター を 使 った 「チ ケ ッ トぴ あ」 サ ー ビスを始 め た 矢 内広 さん

840421朝 刊37575

97.紙 使 わず 電 算機 表 示 国 立 リハ ビリセ ンター 盲 入用 に開 発_身 障 者

840419夕 刊147121
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98・ ワー プ ロ喫茶 お茶 と コ ン ピュー ター_に ゅうす ・ら うん じ
840424夕 刊38971

99.日 立 も空 前の増 益 電 算 機 や家 電 好調IBM事 件響 かず
_3月 期 決算

840525朝 刊88861

100.主 要 電 機 メー カ ー ニ ケ タ増 収 増益 電 算機 ・半 導体 お う盛 な需 要

840526朝 刊89343

101.新 化 学物 質研究 開 発 電 算機 で 効率 化 通 産 が システ ム計画 」 産業

840524朝 刊98471

102.画 像 処理 コン ピュー タ=新 製 品

840529朝 刊8104610

103.ビ デ オゲ ー ム機 会社 買 収(コ ン ビ=一 夕ー サ ー ビス社)ビ デ オ

840522朝 刊87629

104.国 民 の個 人 情報 国 が握 って い る8億8000万 件 進 む電 算化

840504朝 刊31071

105.プ ライバ シー保 護対 策 、急 務 に_コ ン ピュー ター(電 算 機)

840504朝 刊31074

106.電 算 機要 員 が不 足 中堅 企業 の6割 訴 え 実 態 調 査

840506朝 刊91774

107.第 五世 代 電 算機 の また一 歩 大 量 のデ ー タ の蓄 積 ・検 索 を高 速化

840510朝 刊93035

108.ICOTが 試 作 に成 功_コ ン ピュー ター(電 算機)

840510朝 刊93035

109.お しゃべ りパ ソ コ ン(三 洋 電 機開 発) _コ ン ピュー ター(電 算機)

840522朝 刊87628

110.米 へ富 士通 の印字 機 _コ ン ピュー ター(電 算 機)

840524朝 刊884610

111.住 宅 地 図 を デー タ化_コ ン ピュ ー ター(電 算 機)

840530朝 刊8109010

112.自 動 翻 訳機 売 り出す 来 月 まず 「和 英 」1時 間 に3000語
_自 動翻 訳 機

840518朝 刊16011

113.人 手 修 正 ま だ必 要_自 動 翻 訳機

840518朝 刊16011

114.(解 説)異 質 の文 法 を克 服_自 動 翻訳 機

840518朝 刊16017

115.稚 ア ユよ!の ぼ れ コ ン ピュー ター で漁道 の 流速 一 定 に 多摩 川
_水 産業

840515夕 刊135215

116.大 辞 典 を電 算機 化_話 題

840517朝 刊75679

117.超 高 速 電算 機IBM会 長 が 「実験 」 を確 認_経 済
840501夕 刊2266

118.米 ハ イテ ク企業 連 合16社 参加 し本 格 活動 日本 の 第五 世代 電 算 機 に対 抗

840508朝 刊82241

119.近 づ く自動 検針 時 代 コ ン ピュー タ ーで集 中制 御_く ら しの科 学
840517夕 刊45881

120.超 高 速電 算 機 を連結 _原 子 力

840523朝 刊38012

12Lス ー パ ー コン ピュー ター_原 子 力

840523朝 刊38012

122.コ ン ピュ ー ター 自動 翻 訳 機 を商 品化 した 山本 武 彦 さん_ひ と
840525W]'T"IJ38814

123.こ の コ ン ピュー ター時 代 に そ ろば ん 日本 一 に な った 前 野文 之 さん ひ と

840531朝 刊311255

124・ 官 ・民 で進 む オ ンライ ン化 電 算機 時 代 に警 鐘 結局 は人事 管 理 の問題

840520朝 刊237056

125.図 書館 コ ン ピュー ター化 の周辺 _家 庭面

840531朝 刊1311351

126.コ ピー戦 争 電 算機 もヨ ソク フ ノ ウ_に ゅ うす ・ら うん じ
840512夕 刊34011

127.大 地 に足 を っ け(村 田 ・デ ジタル コ ン ピュー ター社 会 長) _ベ ンチ ャー 企業

840609朝 刊83201

128.電 算機 を駆 使 民 間 に も情 報 .エネ ルギ ー

840617朝 刊3δ05Z

129.電 算 機間 通 信の 国際 標 準化 富士 通 が参 加 の方 針_コ ン ピュー ター(電 算 機)
840605朝 刊91558

130.将 来 は大 市場 に(日 本DEC社 長 強 調) _コ ン ピュー ター(電 算機)

840619朝 刊86821
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こ こ で1番 の 見 出 しで は 、字 面 に コ ン ピュ ー ター とい う言 葉 が な い の に検 索 対 象 に

な っ て い る。

詳 細 画 面 を示 せ ば 図5-1の 通 りで あ り、 上 位 項 目の 見 出 しが 検 索 対 象 に な って

い る こ とが わか る。

1.日 立、互換路線変えず 社長表明 継続性を最重視 ソフ ト開発一時は負担

840120朝 刊96771
1D… …8401-1262

項 目1… 経済

項目2… 産業

項目3… 電子 ・電機器

項目4… コンピューター(電 算機)

項目5… 〈〉

項 目6… 〈〉

見出し… 日立、互換路線変えず 社長表明 継続性を最重視 ソフ ト開発一時は負担

図5-1詳 細画面の例
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6.今 後 の課 題

縮刷版見 出 しデ ー タベース第1期 計 画分(1981年 一1990年)は 、テキス ト入力 も終 わ

り、全体像 が姿 をみせ始 めてい る。戦後編 完成 に向け、引 き続 き年代 をさかの ぼっての入

力 も進行 中であ る。

非公式 なが らデ ィス トリビューターへ の配信 打診の結果 、数社 か らは前 向 きの感触 を得

てい る。

さ らに、 こ うい ったデー タベ ースが広 く世 の 中に広 まるため には、安価 で使 いやす い も

のが必要 であ ろ うと考 え、10年 分 をひ とま とめに した電子 ブ ック(8セ ンチCD-ROM)化

の企 画 も進行 中で ある。

バ ブル経 済崩壊後 の経 済不 況 と、 当初 思い もしなか った状況 にま きこまれ て しまったが、

なん とか短期 間の うち に戦後編 を完成 させたい と考 えてい る。
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